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駄

　
　
　
　
旨
ヤ
！

ヨ
翻

⊥
簸

　
　
難
欝
響

　
　
翻
蓼
ン
き

　
　
譲
．
．
灘

　
　
　
き
概
蹴

　
裏
灘
灘

②
薦
橋
番
織
（
松
璽
小
）
　
H
分
0
3
秒
2

③
江
村
友
美
（
外
丸
S
C
）
U
・
U
・
8

▼
中
学
校
男
子
（
十
キ
類
）

①
山
燦
孝
史
（
安
嫁
中
）
　
2
2
・
鵠
・
8

②
飯
塚
伸
太
郎
〈
松
之
撫
中
）
2
3
・
駁
。
7

③
嵩
橋
億
錫
（
　
〃
　
）
2
3
・
騒
・
2

⑥
大
野
宏
震
（
　
〃
）
24
丘
予

▼
中
学
校
女
子
（
五
キ
縫
）

①
桑
原
麻
耶
（
津
南
J
R
C
）
焉
・
騨
・
8

②
藤
ノ
木
綾
｛
　
〃
　
　
）
　
慧
・
0
3
・
7

③
佐
藤
友
紀
ハ
松
羅
山
中
）
蕪
・
U
・
7

▼
成
年
男
茅
（
十
キ
ロ
）

①
小
由
　
史
（
安
塚
中
教
）
器
・
綿
・
0

②
小
林
巌
努
（
松
之
由
中
教
〉
蟹
・
認
・
6

▼
小
学
校
男
峯

①
松
鍵
小
掌
校

、
瓢

②
牧
小
掌
校
A

③
松
之
由
小
学
校
A

▼
小
掌
校
女
茅

①
松
鰹
小
掌
校
A

②
松
之
山
小
掌
校
A

③
灘
爾
J
R
c

▼
中
掌
絞
男
峯

①
安
塚
中
業
校

②
松
之
由
中
掌
校
A

③
松
代
中
掌
校

▼
中
学
校
女
峯

①
灘
南
J
R
c
・
A

②
守
門
中
掌
校
A

③
灘
南
J
R
C
・
B

④
松
之
山
申
学
校

※
成
撮
宙
孕
は
雀
略

　　　　　　　　芝7

繹繍馨
1　…．ノ

』繭翻

38
分
M
秒
9

8
　
　
門
／

　
．
　
　
．
ワ
‘

3
　
　
玉

29　28　28　28　　　　49　48　47　　　　25　25　24

01482818　253850　272王46

3050　 976　屡23

「7
ポ
婁
葎
険
婆
ギ

皿
ツ
及
び
社
会
教
曹
活
勤
に
と
も
な
う

い

蓼
故
の
補
償
を
行
う
翻
慶
で
す
．

一
互
霧
贅
壁
示
さ
姦

…
一“

金
で
大
き
な
補
償
を
受
け
ら
れ
る
こ

　
の
保
険
紅
加
入
し
ま
し
ょ
う
。

▼
掛
　
金
（
年
額
）

｝

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　○

中
掌
生
以
下

　
O
老
人
ク
ラ
ブ
活
動

テ
護
襯

｛
○
蔑
校
盤
以
上

、

照
○
○
円

灘
○
○
円

六
〇
〇
円

　
平
成
六
年
闘
月
一
臼
か
ら
平
成
七

　
年
三
月
三
十
一
臼
ま
で

▼
補
償
内
容
ハ
傷
書
保
険
の
場
禽
）

一
〇
死
穏
．
後
遺
傷
審

最
高
二
、
○
○
○
万
円
．
た
だ
し
、

　
簸
人
ク
ラ
ブ
酒
動
は
五
〇
〇
万
円

O
入
院
（
一
矯
あ
た
り
）

　
麗
、
○
○
○
円
。
た
だ
し
、
薯
人

　
ク
ラ
プ
活
動
は
一
、
八
○
○
円

O
通
院
（
～
覆
あ
た
り
）

　
紳
、
五
〇
〇
円
。
た
だ
し
、
老
人

ク
ラ
ブ
酒
動
は
岬
、
○
○
○
円

▼
対
象
と
な
る
凄
故

○
所
鵬
す
る
鐡
体
の
管
理
下
に
お
け

　
る
活
動
中
の
事
故

O
集
合
・
解
散
場
勝
へ
の
通
常
の
経

　
踏
往
復
中
の
事
故

▼
申
し
込
み
及
び
聞
い
合
わ
せ
先

　
町
体
育
協
会
事
務
局
（
公
罠
館
）

100分の1秒を争うアルベン競技

ジ騒

謬

〆
．
繊
ノ

　
　
集

ノ

抜きつ抜かれつのデ“ツドヒート
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寸
F

2

松之山スキー竸技大会
天候に恵まれ松之出勢大健闘麟嚢

　
二
月
五
日
（
闘
会
式
〉
・
六
磁
の

爾
露
、
第
縢
十
五
懸
松
之
山
ス
キ
ー

競
技
大
会
が
開
催
さ
れ
、
ア
ル
ベ
ン

競
技
に
三
七
三
名
、
距
離
競
技
に
三

五
九
名
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
ア
ル
ペ
ン
競
技
は
松
之
掬
温
泉
ス

キ
ー
場
で
、
距
離
競
技
は
町
鋭
体
膏

館
周
辺
で
行
わ
れ
、
上
・
中
越
地
方

を
は
じ
め
関
東
方
藤
か
ら
も
参
加
暫

が
あ
り
ま
し
た
．

　
大
会
本
番
の
六
鷺
は
天
候
が
徐
々

に
回
復
し
、
選
手
や
父
母
た
ち
は
ワ

ッ
ク
ス
調
整
に
頭
を
悩
ま
せ
て
い
ま

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
・
、
》

　
　
蕊
難
擦
愚
撫
・
　
　
　
　
　
箋

　
　
難
鍵
難
、

し
た
。

　
ア
ル
ベ
ン
競
技
は
一
〇
〇
分
の
…

秒
差
が
明
瞳
を
分
け
る
た
め
、
ど
の

選
手
も
タ
イ
ム
が
縮
ま
る
よ
う
に
ポ

ー
ル
す
れ
す
れ
に
通
過
し
て
い
ま
し

た
。　

ま
た
、
距
離
競
技
会
場
に
は
大
勢

の
慮
援
の
方
た
ち
が
詰
め
か
け
、
抜

き
つ
抜
か
れ
つ
の
デ
ッ
ド
ヒ
ー
ト
を

演
じ
る
選
手
に
潟
か
い
声
援
を
送
っ

て
い
ま
し
た
．

　
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
．

嚢
　
　
嚢

濾

触

　
　
　
　
　
　
　
　
謎

　
　
　
　
　
　
　
『
㌔
．

　
　
　
　
　
　
郵
　
濃

　
　
　
　
　
撫

　
　
　
　
　
曜
＼
、

　
　
　
　
　
　
灘
職
、

響
墨
辱

30秒問隔で次々とスタートした選手・たち

▼
小
拳
絞
男
子
A
鰻
ハ
穴
隼
生
）

①
燃
藤
卓
載
（
関
山
小
）
　
　
　
妬
秒
5
9

②
轡
木
哲
也
（
根
地
小
〉
　
　
　
貯
・
m

③猪

俣
光
弘
（
松
之
山
小
）
　
　
翻
・
鮪

▼
小
学
校
男
茅
8
組
（
五
年
生
以
下
）

①
佐
藤
栄
｝
（
根
地
小
）
　
　
　
5
0
．

②
催
野
弘
史
（
妙
轟
葱
小
〉
　
　
駄
。

③
久
保
認
勝
也
（
G
P
津
南
）
　
52
．

④
福
漂
嵩
志
（
松
燈
小
〉
　
　
　
騒
。

▼
小
学
校
女
子
A
組
（
穴
隼
生
）

①
墨
野
　
櫓
（
高
田
A
R
〉
　
　
駐
・

②
催
藤
教
子
（
川
口
J
S
C
）
　
駐
・

③
贋
川
加
楽
子
｛
嵩
肥
A
R
）
　
52
・

④
蕎
橋
肇
津
子
（
松
塁
小
）
　
　
総
・

⑥
村
慮
亜
紗
養
ハ
松
之
山
小
）
　
騒
・

▼
小
勤
校
女
手
9
組
（
五
年
生
以
下
）

①
津
端
理
英
（
松
之
由
小
）
　
　
駐

②
半
戸
祐
加
璽
（
津
南
J
R
C
〉
　
5
5

③
高
沢
美
紗
（
松
墨
小
）
　
　
　
　
5
6

▼
中
学
校
男
茅

①
津
端
康
裕
（
松
之
山
中
）
　
　
妬

②
南
雲
康
一
（
六
鼠
町
J
R
C
）
　
好

③
吉
壇
光
人
（
姫
川
中
〉
　
　
　
　
好

⑤
栂
山
勝
則
（
松
之
由
中
〉
　
　
4
8

▼
中
学
校
女
子

①
高
橋
妙
子
（
松
之
山
中
）
　
　
50

②
津
端
美
穂
（
　
〃
　
　
）
　
　
駄

③
小
由
鮎
薬
（
　
〃
，
　
）
　
　
5
3

▼
高
校
男
峯

①
小
野
塚
掌
（
安
高
松
之
山
）
　
4
5
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②
轟
沢
　
平
（
安
趨
松
之
山
）
　
妊
秒
0
8

③
山
本
英
明
藻
南
腐
）
　
　
　
4
7
．
艇

※
蕎
校
成
年
女
子
お
よ
び
成
年
勇
子

　
一
～
三
緩
は
雀
賂

▼
小
掌
校
男
等
A
組

①
加
藤
康
哉
（
関
山
小
〉

②
轡
木
哲
懲
（
根
地
小
〉

③
猪
俣
光
弘
、
（
松
之
由
小
）

⑥
相
沢
竪
（
〃
　
〉

▼
小
学
校
男
子
B
組

①
久
保
田
勝
也
（
G
P
津
爾
）

②
鰹
野
弘
史
（
妙
高
臨
小
）

③
佐
藤
栄
一
（
根
地
小
）

▼
串
拳
校
男
茅

①
津
端
康
裕
ハ
松
之
由
中
〉

②
南
雲
康
｝
（
六
研
町
J
良
C
）

③
出
欝
史
生
（
津
南
中
）

⑤
佐
藤
一
登
（
松
之
山
中
〉

▼
串
学
校
女
茅

①
翻
橋
妙
子
（
松
之
山
中
）

②
桑
原
佐
千
代
（
津
南
中
）

③
小
山
鮎
美
（
松
之
山
中
）

▼
趨
校
男
亭

②
村
由
蕩
憲
（
　
〃

③
蕎
沢
平
（
　
〃

　
一
～
三
組
は
雀
略

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
騒
秒
7
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
6
・
質
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・
2
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
●
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4
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5
．
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
●
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
●
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
3

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
8

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
　
　
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
玉
。
2

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
0

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
◎
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
4
。
4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
6
　
　
7

①
小
野
塚
掌
（
安
高
松
之
山
〉
　
5
3
．
88

　
　
　
　
　
　
　
　
　
）
　
邸
・
6
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
〉
　
5
6
鉛

※
筒
校
成
矩
女
子
お
よ
び
成
葎
男
子

▼
小
掌
校
男
等
A
組
（
五
キ
鑓
）

①
松
沢
隆
藁
（
松
之
蜘
小
）
捻
分
0王
秒
0

②村凶

卓
也
ハ
松
婁
小
）
　
捻
・
U
・
o

③
岡
鐵
俊
介
（
岡
沢
小
）
　
捻
・
銘
・
2

▼
小
学
校
男
茅
B
組
（
五
キ
瓜
）

①
鳥
照
　
齢
〈
松
墨
小
）
　
掻
・
5
0
・
5

②
窟
沢
健
二
（
松
代
小
）
　
　
錘
・
肝
・
4

③
滝
沢
佑
樹
ハ
津
南
J
R
C
）
蔦
・
播
・
5

⑤
鈴
木
疋
彦
（
松
之
山
小
）
　
蔦
・
4
7
・
5

▼
小
学
校
女
峯
A
線
（
三
キ
ロ
〉

▼
小
学
校
女
手
8
緯
（
蕊
キ
ロ
）

①
露
沢
嚢
絵
（
灘
爾
J
R
C
〉
憩
・
M
・
2

②
筒
橋
佳
代
（
松
墨
小
〉
　
m
・
U
・
9

③
相
沢
葵
代
子
（
松
慮
山
小
）
鐙
・
2
3
・
4

④
腐
橋
沙
織
（
松
羅
小
）
　
鶏
・
5
G
・
玉

①
高
橋
簸
磁
美
ハ
外
丸
S
C
）
鎗
・
5
2
・
8

　
　
　
　
　
ハ

，
論
難
離
駄

　
　
　
　
旨
ヤ
！

ヨ
翻

⊥
簸

　
　
難
欝
響

　
　
翻
蓼
ン
き

　
　
譲
．
．
灘

　
　
　
き
概
蹴

　
裏
灘
灘

②
薦
橋
番
織
（
松
璽
小
）
　
H
分
0
3
秒
2

③
江
村
友
美
（
外
丸
S
C
）
U
・
U
・
8

▼
中
学
校
男
子
（
十
キ
類
）

①
山
燦
孝
史
（
安
嫁
中
）
　
2
2
・
鵠
・
8

②
飯
塚
伸
太
郎
〈
松
之
撫
中
）
2
3
・
駁
。
7

③
嵩
橋
億
錫
（
　
〃
　
）
2
3
・
騒
・
2

⑥
大
野
宏
震
（
　
〃
）
24
丘
予

▼
中
学
校
女
子
（
五
キ
縫
）

①
桑
原
麻
耶
（
津
南
J
R
C
）
焉
・
騨
・
8

②
藤
ノ
木
綾
｛
　
〃
　
　
）
　
慧
・
0
3
・
7

③
佐
藤
友
紀
ハ
松
羅
山
中
）
蕪
・
U
・
7

▼
成
年
男
茅
（
十
キ
ロ
）

①
小
由
　
史
（
安
塚
中
教
）
器
・
綿
・
0

②
小
林
巌
努
（
松
之
由
中
教
〉
蟹
・
認
・
6

▼
小
学
校
男
峯

①
松
鍵
小
掌
校

、
瓢

②
牧
小
掌
校
A

③
松
之
由
小
学
校
A

▼
小
掌
校
女
茅

①
松
鰹
小
掌
校
A

②
松
之
山
小
掌
校
A

③
灘
爾
J
R
c

▼
中
掌
絞
男
峯

①
安
塚
中
業
校

②
松
之
由
中
掌
校
A

③
松
代
中
掌
校

▼
中
学
校
女
峯

①
灘
南
J
R
c
・
A

②
守
門
中
掌
校
A

③
灘
南
J
R
C
・
B

④
松
之
山
申
学
校

※
成
撮
宙
孕
は
雀
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1
⑩
寸
F

　
、
騨
月
二
十
七
旧
、
各
小
掌
校
区
単

位
の
地
区
讐
上
運
動
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
浦
田
地
区
の
、
．
、
器
ヒ
整
勲
会
は
小
罫

蕪
の
滑
降
や
距
離
レ
ー
ス
に
続
い
ヅ
恥
、

一
般
参
撫
の
楽
し
い
レ
ク
リ
ェ
ー
シ

ョ
ン
種
目
が
次
々
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
親
亀
子
亀
レ
ー
ス
は
、
釣
竿
を
持

っ
た
子
供
た
ち
が
大
き
な
魚
を
釣
り

上
げ
、
ソ
リ
に
腹
遙
い
に
な
っ
た
親

の
上
に
乗
っ
て
ゴ
ー
ル
す
る
競
技
で

し
た
。

　
簸
後
の
組
に
は
役
貴
チ
ー
ム
が
飛

び
入
り
で
参
撫
し
ま
し
た
が
、
飽
の

職譲

燃
磁

役
鰻
の
妨
警
に
あ
い
予
定
ど
お
り
ビ

リ
に
な
り
ま
し
た
。

　
ア
ベ
ッ
ク
レ
ー
ス
で
は
、
説
明
が

不
十
分
だ
っ
た
の
か
参
繍
春
が
勘
違

い
し
た
の
か
、
ま
ち
が
っ
た
カ
ー
ド

を
引
い
て
し
豪
い
、
男
岡
士
・
女
岡

士
の
カ
ッ
プ
ル
が
で
き
て
し
ま
い
ま

し
た
．

　
ま
た
、
山
留
窒
の
親
も
競
技
に
参

加
し
、
子
供
た
ち
か
ら
大
き
な
声
援

を
受
け
て
い
ま
し
た
。

　
な
お
、
下
布
規
地
鷹
の
謙
上
運
動

会
は
二
月
二
十
鑓
に
行
わ
れ
、
地
区

の
ほ
と
ん
ど
の
方
が
参
加
し
ま
し
た
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
y
　
．
鐙
謡
｝

体重で順位が決った？親亀子亀レース

　　　　　　（浦照地区雪上運動会〉

　
ヒ
モ
つ
な
ぎ
リ
レ
ー
は
、
長
短
が

わ
か
ら
な
い
ヒ
モ
を
、
本
づ
つ
引
き
、

次
々
に
結
ん
で
い
く
競
技
で
し
た
が
、

黒
懸
と
も
短
か
い
ヒ
モ
を
引
い
て
し

ま
い
大
笑
い
す
る
人
が
い
ま
し
た
、

　
．
翌
拍
い
リ
レ
ー
は
、
一
人
が
懸
の

中
の
鷹
を
ス
ト
澱
…
で
茶
碗
に
移
し
、

も
う
一
人
が
茶
碗
か
ら
ビ
ン
ば
移
し

ま
し
た
。

　
腕
活
璽
の
大
小
よ
り
も
、
豆
を
上

単
に
吸
い
寄
せ
た
人
の
方
が
早
・
＼

一
位
の
組
と
ビ
リ
の
組
で
は
倍
以
上

も
蒔
間
が
違
い
ま
し
た
。

　　　　　　　、畿

　　　　　　　’　　　　　聲

豊

幽，轟．

なかなか食べれなかったパン食い競争

　　　　　　（浦濁地区雪上運動会〉

短かいヒモを引いて思わず大笑い

　　　（下布川地区雪上運動会〉
．

燕響

鍵

、
轟
鯵難　　　　　』

縦
盗

『剛聞卿

鰹繍醐騨

男岡士・女岡士のカップルができてしまった

　アベックレース（浦鶏地区蟹上運動会）
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二
月
十
七
田
、
妙
蕩
薦
原
購
で
第

照
十
一
翻
僑
越
掌
童
親
善
ス
キ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
、
松
之
山
・
松
雛
・

浦
磁
小
掌
校
が
参
茄
し
ま
し
た
．

　
今
鶴
か
ら
一
部
校
・
二
部
校
の
ク

ラ
ス
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が
変
わ
り
、
ア
ル
ペ
ン
競

技
・
距
離
競
技
ご
と
に
区
分
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
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は
ア
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距
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二
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松

璽
小
学
校
は
爾
方
と
も
一
部
、
浦
田

小
学
校
は
距
離
の
み
の
参
無
で
二
部

に
趨
場
し
ま
し
た
。

　
松
塁
小
掌
校
は
　
部
校
に
興
格
以

来
安
驚
し
た
力
を
発
揮
し
、
リ
レ
ー

で
は
勢
女
と
も
二
位
と
大
健
闘
し
ま

し
た
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ま
た
、
松
之
燭
小
掌
校
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松
沢
隆
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は
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工
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離
五
㎞
で
二
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躍
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し
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縦
盗

『剛聞卿

鰹繍醐騨

男岡士・女岡士のカップルができてしまった

　アベックレース（浦鶏地区蟹上運動会）
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考

　
二
月
十
七
田
、
妙
蕩
薦
原
購
で
第

照
十
一
翻
僑
越
掌
童
親
善
ス
キ
ー
大

会
が
開
催
さ
れ
、
松
之
山
・
松
雛
・

浦
磁
小
掌
校
が
参
茄
し
ま
し
た
．

　
今
鶴
か
ら
一
部
校
・
二
部
校
の
ク

ラ
ス
分
け
が
変
わ
り
、
ア
ル
ペ
ン
競

技
・
距
離
競
技
ご
と
に
区
分
さ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
の
た
め
、
松
之
山
小
学
校
は
ア

ル
ペ
ン
が
一
部
、
距
離
が
二
部
、
松

璽
小
学
校
は
爾
方
と
も
一
部
、
浦
田

小
学
校
は
距
離
の
み
の
参
無
で
二
部

に
趨
場
し
ま
し
た
。

　
松
塁
小
掌
校
は
　
部
校
に
興
格
以

来
安
驚
し
た
力
を
発
揮
し
、
リ
レ
ー

で
は
勢
女
と
も
二
位
と
大
健
闘
し
ま

し
た
．

　
ま
た
、
松
之
燭
小
掌
校
の
松
沢
隆

毒
鱈
は
、
工
部
男
子
距
離
五
㎞
で
二

位
と
濡
躍
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
成
績
は
次
の
と
お
り
で
す

が
、
欄
人
記
録
に
つ
い
て
は
簿
点
が

入
る
三
〇
位
ま
で
掲
載
し
蓑
し
た
。

　
▼
｝
部
男
子
大
園
転

　七

位
　
猪
俣
光
弘
（
松
之
山
小
穴
年
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
分
0
4
秒
藪

　
二
九
位
　
高
橋
正
作
（
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羅
小
五
無
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王
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．
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▼
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部
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八
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里
小
六
年
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瓢
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王
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之
鐵
小
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年
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▼
榊
部
ア
ル
ペ
ン
総
合
成
績

　
六
位
　
松
里
小
掌
校
　
　
　
七
黒
点

　
八
位
　
松
之
山
小
掌
校
　
　
五
九
点

　
▼
一
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男
等
距
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虚
・
也
　
ハ
松
墨
小
六
無
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照
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覇
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遡
分
0
8
秒
8

九
位
相
沢
美
代
子

　
（
松
之
出
小
六
年
）
鷺
．
30
．
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▼
二
部
男
茅
》
レ
婁

照
位
　
松
之
山
小
学
校
　
σ
。
2
9
．
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一
一
位
　
浦
闘
小
学
校
　
5
4
．
0
4
・
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▼
二
部
女
峯
鞍
レ
蓬

九
位
　
松
之
山
小
学
校
　
娠
．
薦
．
7

ご
岬
位
　
浦
闘
小
学
校
　
4
2
．
4
9
．
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▼
二
部
距
離
総
舎
成
績

五
位
　
松
之
山
小
学
校
　
　
八
照
点

十
位
　
浦
懸
小
学
校
　
　
　
二
七
点
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1
卜
寸
F

認
定
農
業
者
制
度
に
思
う
こ
と

　
町
の
認
定
農
業
蕎
謝
農
が
発
建
し

て
、
町
の
農
業
の
蒋
来
に
一
筋
の
光

明
を
見
餓
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
大
き
な
欝
び
で
す
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
巻
の
自
憲
的
な

組
織
も
結
成
さ
れ
て
、
慧
欲
的
な
取

り
総
み
が
な
さ
れ
て
い
家
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
認
定
農
業
煮
に

な
っ
て
も
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
鯛
確
に
添
さ
れ
て
い
な
い

農
業
委
量
渡
辺
壽
久

の
が
境
状
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
購

艮
紅
広
く
普
及
・
周
簿
さ
れ
な
い
要

囲
と
な
っ
て
い
家
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
認
建
農
業
惹
の

立
場
か
ら
麟
度
に
対
し
て
、
ま
た
町

の
行
政
に
対
し
て
の
意
見
・
要
望
を

欝
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
坪
野

の
村
山
簿
夫
さ
ん
で
、
村
山
さ
ん
は

水
田
…
㎞
、
繁
殖
牛
一
七
頭
、
農
作

治

業
受
託
二
〇
㎞
の
複
食
経
営
に
取
り

綴
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
も
規
模
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
優
良
体
の
繁
殖
と
生

産
コ
ス
ト
の
軽
減
の
た
め
、
受
精
卵

移
櫃
の
研
究
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
潮
し
て
経

営
簿
記
を
勉
強
し
た
り
、
経
鴬
管
理

の
徹
底
を
図
る
な
ど
意
欲
を
燃
や
し

て
い
ま
す
。

町
の
認
定
農
業
者
制
度
に
期
待
す
る

　
昨
年
は
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
の
大
凶
作
で
し
た
が
、
消
費
餐

に
は
あ
ま
り
実
感
の
な
い
凶
作
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

　
さ
て
、
平
成
五
年
か
》
認
定
農
業

者
制
度
が
ス
タ
…
ト
し
た
わ
け
で
す

が
、
町
単
独
で
の
認
｛
疋
農
業
巻
へ
の

援
助
な
ど
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
の
紙
演
を
惜
り
て
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

輔
、
基
盤
整
備
の
補
助
率
ア
ッ
プ

　
親
在
、
斑
磁
の
基
盤
整
備
の
補
助

村
山

率
は
六
五
％
で
す
。

　
土
地
の
所
蕎
潔
が
変
っ
て
も
土
地

自
体
は
移
動
し
ま
せ
ん
の
で
、
基
盤

整
備
さ
れ
た
圃
場
は
偲
人
の
財
産
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
園
・
県
・
町

の
財
産
と
し
て
も
緬
値
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
効
率
的
な
農
作
業
を
進
め
る
た
め

に
は
、
整
備
さ
れ
た
圃
場
が
必
．
要
不

可
欠
と
旗
り
ま
す
。

　
も
う
少
し
補
助
率
を
ア
ッ
プ
し
て

い
た
だ
き
、
基
盤
整
備
が
し
や
す
い

幸
夫
く
坪
野
・
法
院
）

環
境
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

二
、
農
業
用
機
械
の
助
成
搭
躍

　
現
裡
の
調
度
で
は
、
三
人
以
上
の

組
禽
に
対
し
て
町
と
農
協
で
三
五
％

の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
多
数
寄
せ
ら
れ
た
購
請
に
対
し
て

単
年
慶
で
は
応
じ
き
れ
ず
、
次
年
度

以
降
順
番
待
ち
と
い
う
状
況
を
考
え
、

少
し
で
も
早
く
機
械
を
奪
入
で
き
る

よ
う
予
算
を
多
く
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緯
合
で
な
く
て
も
認
定
農

業
巻
で
あ
れ
ば
岡
様
、
ま
た
は
そ
れ

以
上
に
補
助
し
て
い
た
だ
け
る
翻
度

が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
畜
産
や
園
芸
機
械
に
対
し
て
も
岡

様
の
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

蕊
、
供
卵
隼
に
対
し
て
補
助
を

　
受
卵
体
は
比
較
的
簡
単
に
調
達
で

き
ま
す
が
、
供
卵
体
は
旗
統
や
ホ
ル

モ
ン
及
旛
な
ど
で
、
す
べ
て
の
牛
が

供
卵
ヰ
に
な
れ
る
と
は
限
ら
な
い
た

め
、
ど
う
し
て
も
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
面
統
も
ホ
ル
モ
ン
及
応
も
良
い
弗

は
驚
が
買
い
取
る
よ
う
に
し
、
受
精

卵
を
繁
殖
農
家
に
均
等
に
分
け
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
團
や
禦
の
補
助
が
あ
る
う
ち
に
、

ぜ
ひ
と
も
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
パ
ソ
藷
ン
の
貸
出
し
と
講
習
会

　
認
定
農
業
者
の
中
で
も
、
媛
簿
を

つ
け
て
自
分
の
経
営
を
把
握
さ
れ
て

い
る
方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ブ
ツ
ク
型
パ
ソ
コ
ン
と

プ
リ
ン
タ
ー
と
ソ
フ
ト
を
町
で
購
入

し
て
い
た
だ
き
、
希
望
す
る
方
に
貸

し
出
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
と
記
横
の

仕
方
に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
、
消
費
者
へ
の
直
接
売
込
み

　
自
分
達
の
作
っ
た
米
な
ど
を
持
ち
、

東
窟
な
ど
の
消
費
考
の
元
へ
薩
接
売

り
込
み
に
行
く
ツ
ア
ー
を
欝
圃
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
で
作
っ
た
も
の
に
自
信
と
愛

藩
を
持
て
る
し
、
売
る
と
い
う
こ
と

の
楽
し
さ
と
む
ず
か
し
さ
、
ま
た
顔

の
見
え
る
付
合
い
が
始
ま
っ
て
行
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
の
認
定
農
業
餐
鰹
度
に
期
待
す

る
と
い
う
こ
と
で
書
か
せ
て
も
ら
っ

た
の
で
、
人
に
お
願
い
す
る
よ
う
な

こ
と
ば
か
り
書
き
ま
し
た
が
、
一
番

大
事
な
の
は
本
人
の
や
る
餓
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ほ
か
の

認
定
農
業
者
の
皆
さ
ん
も
「
や
ま
が

さ
で
旗
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
　
「
や
ま
が
さ
」
は
松
之
山

町
認
定
農
業
者
連
絡
会
の
名
称
で
す
。

嚇嫌一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐

やる気繍、趣嚇浮の撫

まっの縁の囎の農業を

がっち鵬嫉ム維んで　　1

難瓢＿滋
6

羅
畿
餐
鐡
繕

　
　
　
　
購
繊
嚢
難
騰
綬
鐡
魏
灘
鱒
議
．
雛
．

　
み
な
さ
ん
が
納
め
る
團
異
年
金
の
　
　
　
平
成
五
無
度
に
は
、
爺
金
資
盆
か

積
立
金
は
、
公
共
事
業
の
資
金
と
し
　
　
ら
次
の
融
資
を
受
け
畔
し
い
濠
す
。

て
融
資
さ
れ
、
住
み
農
い
町
づ
く
り
　
　
▽
爾
浦
磁
地
藻
生
活
環
境
整
備
畢
薬

に
役
立
っ
て
い
豪
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
八
○
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
懸
巡
編
藁
繊

　
　
　
　
翻
羅
懸
．
四
溺
難
灘
墾
雛
鰻
蒙
．
㎜
襲

　
照
月
｝
一
磁
か
ら
警
察
嘗
の
綱
服
と

交
通
巡
幌
翼
の
割
服
が
変
わ
り
ま
す
、

　
瓢
し
い
纈
服
は
、
二
十
叫
世
紀
に

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
輩
広
型
に
近
く
、

色
は
畷
る
い
紺
色
系
統
で
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
、
種
類
も
冬
服
、
夏
服
、
禽
服

（
写
真
の
綱
服
）
の
三
種
類
紀
な
り

ま
す
。

　
捌
賑
の
故
鷲
は
、
男
子
讐
察
蜜
が

購
鴫
和
…
㎜
同
十
三
年
以
廉
二
十
六
葬
ぶ
り
、

婦
人
警
察
宮
と
交
通
巡
挽
興
は
昭
稲

五
十
丁
年
以
来
十
八
年
ぶ
り
で
す
。

＠
牝
越
北
線
と
は

　
北
越
北
線
は
六
臼
町
駅
を
趨
点
と

し
、
大
潟
町
犀
潟
駅
に
至
る
全
長
鷺

九
・
囲
㎞
の
電
化
単
線
踏
線
で
、
牽

二
の
駅
が
設
置
さ
れ
濠
す
。

　
路
線
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
ト

ン
ネ
ル
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
濠

す
。

　
ト
ン
ネ
ル
は
十
鰻
か
所
闘
○
・
闘

㎞
に
も
の
ぽ
り
、
こ
れ
は
全
線
の
穴

八
％
紅
あ
た
り
、
ま
さ
に
モ
グ
ラ
蕗

線
と
い
え
る
で
し
ょ
う
．

◎
戦
蔚
の
動
き

　
北
越
北
線
の
歴
史
は
意
外
に
吉
く
、

昭
和
六
庫
に
闘
通
し
た
上
越
線
に
魅

せ
ら
れ
た
輿
顎
城
郡
や
中
魚
沼
郡
の

住
罠
が
上
越
線
へ
の
連
絡
踏
と
し
て
、

昭
称
八
葎
磁
衆
議
院
、
貴
族
院
に
請

願
を
出
し
た
こ
と
か
ら
鉄
道
の
建
設

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
紹
和
十
二
年
に
ル
ー
ト

の
測
量
が
行
わ
れ
、
建
設
計
醐
が
異

体
化
す
る
か
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
戦

争
が
激
化
し
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

＠
戦
中
・
戦
後
の
動
き

　
戦
蒔
中
、
軍
事
的
立
場
か
ら
揖
添

海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
最
短
路
線
と
し

て
、
湯
沢
か
ら
松
之
山
を
経
磁
し
て

直
江
津
に
翌
る
爾
側
の
ル
ー
ト
案
が

浮
か
び
上
が
り
濠
し
た
。

　
戦
後
、
こ
の
南
線
か
北
線
か
の
論

議
が
羅
を
引
き
ま
し
た
が
、
紹
和
三

十
九
庫
六
月
つ
い
に
北
越
北
線
が
工

纂
線
に
難
格
し
ま
し
た
。

◎
工
事
藩
工

　
昭
憩
四
十
三
年
三
月
、
　
六
繕
町
～

十
欝
町
問
（
牽
五
・
九
㎞
）
の
工
箏

案
施
謙
顧
が
認
可
さ
れ
、
目
本
鉄
道

建
設
公
國
に
よ
り
圃
鉄
の
新
線
と
し

て
工
纂
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昭
憩
闘
十
七
年
牽
月
に

は
十
績
町
～
犀
潟
間
（
照
三
・
五
㎞
）

も
認
可
さ
れ
、
全
線
の
工
審
が
着
々

と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

＠
国
鉄
再
建
と
工
事
の
中
止

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
五
年
十
二

月
、
園
鉄
再
建
法
の
施
行
に
と
も
な

っ
て
、
輸
送
密
度
の
低
い
新
線
の
建

設
は
第
三
セ
ク
タ
…
で
運
営
を
引
き

受
け
る
以
外
、
工
箏
を
中
比
す
る
と

い
う
圏
の
方
針
が
出
さ
れ
、
北
越
北

線
の
工
箏
は
全
灘
的
に
中
噺
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

ず

鳶

＠
北
越
急
行
（
株
）
と
エ
事
再
闘

　
地
域
住
畏
の
鉄
道
に
寄
せ
る
期
待

は
大
き
く
、
昭
秘
五
牽
九
駕
八
月
、

票
と
沿
線
十
七
帯
町
村
、
十
三
罠
間

懸
体
に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
「
牝
越

急
行
株
式
金
社
」
が
設
立
さ
れ
、
岡

六
十
・
年
｝
瓢
月
、
　
工
蕩
マ
が
　
再
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

◎
電
化
・
高
規
格
化

　
こ
の
間
、
蟹
備
新
幹
線
建
設
の
議

論
が
行
わ
れ
、
北
陸
ル
ー
ト
の
北
越

北
線
の
蕩
速
化
活
矯
を
含
め
た
運
輸

欝
案
が
示
さ
れ
、
こ
の
路
線
だ
躍

脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
途
中
、
北
越
北
線
の
高
速
化
は
新

幹
線
整
備
欝
画
と
は
劉
の
も
の
と
し

て
、
割
途
計
働
壽
疇
｝
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
平
成
元
年
度
の
政
府
予

算
に
は
蔦
規
格
化
箏
業
費
が
計
上
さ

れ
、
電
化
を
倉
む
A
B
線
工
事
と
平

行
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
北
越
北
線
は
、
贅
都
圏

と
北
陸
地
方
を
短
絡
す
る
璽
要
な
幹

線
と
し
て
の
役
翻
を
持
つ
こ
と
紅
な

っ
た
の
で
す
。
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1
卜
寸
F

認
定
農
業
者
制
度
に
思
う
こ
と

　
町
の
認
定
農
業
蕎
謝
農
が
発
建
し

て
、
町
の
農
業
の
蒋
来
に
一
筋
の
光

明
を
見
餓
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ

と
は
大
き
な
欝
び
で
す
。

　
ま
た
、
認
定
農
業
巻
の
自
憲
的
な

組
織
も
結
成
さ
れ
て
、
慧
欲
的
な
取

り
総
み
が
な
さ
れ
て
い
家
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
認
定
農
業
煮
に

な
っ
て
も
、
身
近
に
感
じ
ら
れ
る
メ

リ
ッ
ト
が
鯛
確
に
添
さ
れ
て
い
な
い

農
業
委
量
渡
辺
壽
久

の
が
境
状
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
購

艮
紅
広
く
普
及
・
周
簿
さ
れ
な
い
要

囲
と
な
っ
て
い
家
す
。

　
そ
こ
で
、
今
回
は
認
建
農
業
惹
の

立
場
か
ら
麟
度
に
対
し
て
、
ま
た
町

の
行
政
に
対
し
て
の
意
見
・
要
望
を

欝
い
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
稿
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
坪
野

の
村
山
簿
夫
さ
ん
で
、
村
山
さ
ん
は

水
田
…
㎞
、
繁
殖
牛
一
七
頭
、
農
作

治

業
受
託
二
〇
㎞
の
複
食
経
営
に
取
り

綴
ん
で
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
今
後
も
規
模
拡
大
を
図

る
と
と
も
に
、
優
良
体
の
繁
殖
と
生

産
コ
ス
ト
の
軽
減
の
た
め
、
受
精
卵

移
櫃
の
研
究
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
を
利
潮
し
て
経

営
簿
記
を
勉
強
し
た
り
、
経
鴬
管
理

の
徹
底
を
図
る
な
ど
意
欲
を
燃
や
し

て
い
ま
す
。

町
の
認
定
農
業
者
制
度
に
期
待
す
る

　
昨
年
は
百
年
に
一
度
と
い
わ
れ
る

ほ
ど
の
大
凶
作
で
し
た
が
、
消
費
餐

に
は
あ
ま
り
実
感
の
な
い
凶
作
で
は

な
い
で
し
よ
う
か
。

　
さ
て
、
平
成
五
年
か
》
認
定
農
業

者
制
度
が
ス
タ
…
ト
し
た
わ
け
で
す

が
、
町
単
独
で
の
認
｛
疋
農
業
巻
へ
の

援
助
な
ど
が
少
な
い
と
思
い
ま
す
の

で
、
こ
の
紙
演
を
惜
り
て
お
願
い
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

輔
、
基
盤
整
備
の
補
助
率
ア
ッ
プ

　
親
在
、
斑
磁
の
基
盤
整
備
の
補
助

村
山

率
は
六
五
％
で
す
。

　
土
地
の
所
蕎
潔
が
変
っ
て
も
土
地

自
体
は
移
動
し
ま
せ
ん
の
で
、
基
盤

整
備
さ
れ
た
圃
場
は
偲
人
の
財
産
と

し
て
だ
け
で
は
な
く
、
園
・
県
・
町

の
財
産
と
し
て
も
緬
値
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　
効
率
的
な
農
作
業
を
進
め
る
た
め

に
は
、
整
備
さ
れ
た
圃
場
が
必
．
要
不

可
欠
と
旗
り
ま
す
。

　
も
う
少
し
補
助
率
を
ア
ッ
プ
し
て

い
た
だ
き
、
基
盤
整
備
が
し
や
す
い

幸
夫
く
坪
野
・
法
院
）

環
境
を
作
っ
て
く
だ
さ
い
。

二
、
農
業
用
機
械
の
助
成
搭
躍

　
現
裡
の
調
度
で
は
、
三
人
以
上
の

組
禽
に
対
し
て
町
と
農
協
で
三
五
％

の
補
助
が
あ
り
ま
す
。

　
多
数
寄
せ
ら
れ
た
購
請
に
対
し
て

単
年
慶
で
は
応
じ
き
れ
ず
、
次
年
度

以
降
順
番
待
ち
と
い
う
状
況
を
考
え
、

少
し
で
も
早
く
機
械
を
奪
入
で
き
る

よ
う
予
算
を
多
く
し
て
も
ら
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
、
緯
合
で
な
く
て
も
認
定
農

業
巻
で
あ
れ
ば
岡
様
、
ま
た
は
そ
れ

以
上
に
補
助
し
て
い
た
だ
け
る
翻
度

が
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
畜
産
や
園
芸
機
械
に
対
し
て
も
岡

様
の
措
置
を
お
願
い
し
ま
す
。

蕊
、
供
卵
隼
に
対
し
て
補
助
を

　
受
卵
体
は
比
較
的
簡
単
に
調
達
で

き
ま
す
が
、
供
卵
体
は
旗
統
や
ホ
ル

モ
ン
及
旛
な
ど
で
、
す
べ
て
の
牛
が

供
卵
ヰ
に
な
れ
る
と
は
限
ら
な
い
た

め
、
ど
う
し
て
も
少
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
面
統
も
ホ
ル
モ
ン
及
応
も
良
い
弗

は
驚
が
買
い
取
る
よ
う
に
し
、
受
精

卵
を
繁
殖
農
家
に
均
等
に
分
け
て
い

た
だ
き
た
い
。

　
團
や
禦
の
補
助
が
あ
る
う
ち
に
、

ぜ
ひ
と
も
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

四
、
パ
ソ
藷
ン
の
貸
出
し
と
講
習
会

　
認
定
農
業
者
の
中
で
も
、
媛
簿
を

つ
け
て
自
分
の
経
営
を
把
握
さ
れ
て

い
る
方
は
少
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
ブ
ツ
ク
型
パ
ソ
コ
ン
と

プ
リ
ン
タ
ー
と
ソ
フ
ト
を
町
で
購
入

し
て
い
た
だ
き
、
希
望
す
る
方
に
貸

し
出
し
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
と
記
横
の

仕
方
に
つ
い
て
講
習
会
を
開
催
し
て

も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

五
、
消
費
者
へ
の
直
接
売
込
み

　
自
分
達
の
作
っ
た
米
な
ど
を
持
ち
、

東
窟
な
ど
の
消
費
考
の
元
へ
薩
接
売

り
込
み
に
行
く
ツ
ア
ー
を
欝
圃
し
て

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
自
分
で
作
っ
た
も
の
に
自
信
と
愛

藩
を
持
て
る
し
、
売
る
と
い
う
こ
と

の
楽
し
さ
と
む
ず
か
し
さ
、
ま
た
顔

の
見
え
る
付
合
い
が
始
ま
っ
て
行
く

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
町
の
認
定
農
業
餐
鰹
度
に
期
待
す

る
と
い
う
こ
と
で
書
か
せ
て
も
ら
っ

た
の
で
、
人
に
お
願
い
す
る
よ
う
な

こ
と
ば
か
り
書
き
ま
し
た
が
、
一
番

大
事
な
の
は
本
人
の
や
る
餓
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　
私
も
頑
張
り
ま
す
の
で
、
ほ
か
の

認
定
農
業
者
の
皆
さ
ん
も
「
や
ま
が

さ
で
旗
張
り
ま
し
ょ
う
。

　
な
お
、
　
「
や
ま
が
さ
」
は
松
之
山

町
認
定
農
業
者
連
絡
会
の
名
称
で
す
。

嚇嫌一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　醐

やる気繍、趣嚇浮の撫

まっの縁の囎の農業を

がっち鵬嫉ム維んで　　1

難瓢＿滋
6

羅
畿
餐
鐡
繕

　
　
　
　
購
繊
嚢
難
騰
綬
鐡
魏
灘
鱒
議
．
雛
．

　
み
な
さ
ん
が
納
め
る
團
異
年
金
の
　
　
　
平
成
五
無
度
に
は
、
爺
金
資
盆
か

積
立
金
は
、
公
共
事
業
の
資
金
と
し
　
　
ら
次
の
融
資
を
受
け
畔
し
い
濠
す
。

て
融
資
さ
れ
、
住
み
農
い
町
づ
く
り
　
　
▽
爾
浦
磁
地
藻
生
活
環
境
整
備
畢
薬

に
役
立
っ
て
い
豪
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
、
五
八
○
万
円

　
　
　
　
　
　
　
　
　
灘
懸
巡
編
藁
繊

　
　
　
　
翻
羅
懸
．
四
溺
難
灘
墾
雛
鰻
蒙
．
㎜
襲

　
照
月
｝
一
磁
か
ら
警
察
嘗
の
綱
服
と

交
通
巡
幌
翼
の
割
服
が
変
わ
り
ま
す
、

　
瓢
し
い
纈
服
は
、
二
十
叫
世
紀
に

マ
ッ
チ
す
る
よ
う
輩
広
型
に
近
く
、

色
は
畷
る
い
紺
色
系
統
で
デ
ザ
イ
ン

さ
れ
、
種
類
も
冬
服
、
夏
服
、
禽
服

（
写
真
の
綱
服
）
の
三
種
類
紀
な
り

ま
す
。

　
捌
賑
の
故
鷲
は
、
男
子
讐
察
蜜
が

購
鴫
和
…
㎜
同
十
三
年
以
廉
二
十
六
葬
ぶ
り
、

婦
人
警
察
宮
と
交
通
巡
挽
興
は
昭
稲

五
十
丁
年
以
来
十
八
年
ぶ
り
で
す
。

＠
牝
越
北
線
と
は

　
北
越
北
線
は
六
臼
町
駅
を
趨
点
と

し
、
大
潟
町
犀
潟
駅
に
至
る
全
長
鷺

九
・
囲
㎞
の
電
化
単
線
踏
線
で
、
牽

二
の
駅
が
設
置
さ
れ
濠
す
。

　
路
線
の
大
き
な
特
徴
と
し
て
、
ト

ン
ネ
ル
が
多
い
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
濠

す
。

　
ト
ン
ネ
ル
は
十
鰻
か
所
闘
○
・
闘

㎞
に
も
の
ぽ
り
、
こ
れ
は
全
線
の
穴

八
％
紅
あ
た
り
、
ま
さ
に
モ
グ
ラ
蕗

線
と
い
え
る
で
し
ょ
う
．

◎
戦
蔚
の
動
き

　
北
越
北
線
の
歴
史
は
意
外
に
吉
く
、

昭
和
六
庫
に
闘
通
し
た
上
越
線
に
魅

せ
ら
れ
た
輿
顎
城
郡
や
中
魚
沼
郡
の

住
罠
が
上
越
線
へ
の
連
絡
踏
と
し
て
、

昭
称
八
葎
磁
衆
議
院
、
貴
族
院
に
請

願
を
出
し
た
こ
と
か
ら
鉄
道
の
建
設

運
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
紹
和
十
二
年
に
ル
ー
ト

の
測
量
が
行
わ
れ
、
建
設
計
醐
が
異

体
化
す
る
か
に
思
わ
れ
ま
し
た
が
戦

争
が
激
化
し
、
中
断
を
余
儀
な
く
さ

れ
ま
し
た
。

＠
戦
中
・
戦
後
の
動
き

　
戦
蒔
中
、
軍
事
的
立
場
か
ら
揖
添

海
と
太
平
洋
を
結
ぶ
最
短
路
線
と
し

て
、
湯
沢
か
ら
松
之
山
を
経
磁
し
て

直
江
津
に
翌
る
爾
側
の
ル
ー
ト
案
が

浮
か
び
上
が
り
濠
し
た
。

　
戦
後
、
こ
の
南
線
か
北
線
か
の
論

議
が
羅
を
引
き
ま
し
た
が
、
紹
和
三

十
九
庫
六
月
つ
い
に
北
越
北
線
が
工

纂
線
に
難
格
し
ま
し
た
。

◎
工
事
藩
工

　
昭
憩
四
十
三
年
三
月
、
　
六
繕
町
～

十
欝
町
問
（
牽
五
・
九
㎞
）
の
工
箏

案
施
謙
顧
が
認
可
さ
れ
、
目
本
鉄
道

建
設
公
國
に
よ
り
圃
鉄
の
新
線
と
し

て
工
纂
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
昭
憩
闘
十
七
年
牽
月
に

は
十
績
町
～
犀
潟
間
（
照
三
・
五
㎞
）

も
認
可
さ
れ
、
全
線
の
工
審
が
着
々

と
進
ん
で
い
き
ま
し
た
。

＠
国
鉄
再
建
と
工
事
の
中
止

　
と
こ
ろ
が
、
昭
和
五
十
五
年
十
二

月
、
園
鉄
再
建
法
の
施
行
に
と
も
な

っ
て
、
輸
送
密
度
の
低
い
新
線
の
建

設
は
第
三
セ
ク
タ
…
で
運
営
を
引
き

受
け
る
以
外
、
工
箏
を
中
比
す
る
と

い
う
圏
の
方
針
が
出
さ
れ
、
北
越
北

線
の
工
箏
は
全
灘
的
に
中
噺
さ
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

ず

鳶

＠
北
越
急
行
（
株
）
と
エ
事
再
闘

　
地
域
住
畏
の
鉄
道
に
寄
せ
る
期
待

は
大
き
く
、
昭
秘
五
牽
九
駕
八
月
、

票
と
沿
線
十
七
帯
町
村
、
十
三
罠
間

懸
体
に
よ
る
第
三
セ
ク
タ
ー
「
牝
越

急
行
株
式
金
社
」
が
設
立
さ
れ
、
岡

六
十
・
年
｝
瓢
月
、
　
工
蕩
マ
が
　
再
開
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

◎
電
化
・
高
規
格
化

　
こ
の
間
、
蟹
備
新
幹
線
建
設
の
議

論
が
行
わ
れ
、
北
陸
ル
ー
ト
の
北
越

北
線
の
蕩
速
化
活
矯
を
含
め
た
運
輸

欝
案
が
示
さ
れ
、
こ
の
路
線
だ
躍

脚
光
を
浴
び
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
．

　
途
中
、
北
越
北
線
の
高
速
化
は
新

幹
線
整
備
欝
画
と
は
劉
の
も
の
と
し

て
、
割
途
計
働
壽
疇
｝
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
が
、
平
成
元
年
度
の
政
府
予

算
に
は
蔦
規
格
化
箏
業
費
が
計
上
さ

れ
、
電
化
を
倉
む
A
B
線
工
事
と
平

行
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　
こ
う
し
て
北
越
北
線
は
、
贅
都
圏

と
北
陸
地
方
を
短
絡
す
る
璽
要
な
幹

線
と
し
て
の
役
翻
を
持
つ
こ
と
紅
な

っ
た
の
で
す
。
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4
冒
険
学
校
は
楽
し
い
な

　
二
月
十
｝
葡
か
ら
十
三
環
ま
で
、

松
欝
で
冬
の
松
之
山
留
険
掌
校
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
滲
加
蕎
は
褻
窟
，
翼
険
ク
ラ
プ
三
十

二
名
、
溝
内
の
兇
童
五
私
の
計
鷺
十

七
犠
で
し
た
。

　
牽
｝
鑓
午
後
、
松
鑓
の
松
之
山
遊

、
額
磧
究
斬
に
鰻
禽
し
た
子
供
た
ち
は
、

簡
単
な
闘
校
式
の
あ
と
嚢
h
ゲ
ー
ム

や
花
モ
チ
用
の
モ
チ
を
つ
き
ま
し
た
。

　
タ
食
に
は
お
い
し
い
兎
汁
が
餓
さ

れ
、
簿
杯
も
お
か
わ
り
を
す
る
子
供

が
い
ま
し
た
。

豪雪i塾名物の霞書璽箱パーティーに参加者は大満足

　
ま
た
、
夜
八
蒔
過
ぎ
か
ら
拍
子
木

を
打
ち
、
大
き
な
声
で
松
口
地
内
の

家
々
に
火
の
薦
心
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。　

十
二
欝
は
花
モ
チ
作
り
で
、
赤
モ

ミ
ジ
の
枝
に
梅
の
花
の
形
に
し
た
モ

チ
を
き
れ
い
に
刺
し
、
自
分
の
家
へ

窯
産
と
し
て
持
ち
鰯
り
ま
し
た
心

　
に
ぎ
や
か
な
昼
食
が
終
る
と
、
地

元
の
子
供
た
ち
は
ケ
ー
キ
作
り
に
挑

戦
し
、
蟹
険
タ
ラ
ブ
の
子
繊
た
ち
は

下
川
手
集
落
内
の
罠
泊
先
へ
元
蟹
輿

く
繊
発
し
ま
し
た
。

麟
灘轟理

灘
・
隔

露

鷺癬卿亭・鰍瓢刑。

灘

2
雪
国
体
験
！
越
後
松
之
山
豪
雪
塾

　
雪
を
利
壌
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
元
穏

と
も
い
え
る
越
後
松
之
山
豪
薯
塾
が
、

二
月
十
一
繍
か
ら
十
黒
鷺
ま
で
浦
照

地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
今
翻
の
参
舶
者
は
ご
一
二
名
で
、

関
東
方
面
の
家
族
連
れ
が
ほ
と
ん
ど

で
し
た
。

　
十
｝
繕
午
後
、
浦
照
地
区
に
着
い

た
塾
生
の
皆
さ
ん
は
、
浦
田
小
掌
校

横
の
雲
原
で
塞
の
神
作
り
を
手
伝
い
、

隼
男
年
女
の
方
た
ち
が
禽
図
と
と
も

に
火
を
付
け
ま
し
た
。

　
火
勢
が
弱
ま
っ
て
く
る
と
竹
の
先

に
ス
ル
メ
や
モ
チ
を
付
け
、
無
病
恩

災
を
祈
り
な
が
ら
焼
い
て
い
ま
し
た
。

　
塞
の
神
の
火
が
燃
え
つ
き
る
と
、

廼
例
と
な
っ
た
田
溢
、
竈
箱
歓
迎
パ
ー

テ
ィ
ー
が
小
掌
校
の
体
欝
館
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
艮
泊
先
の
方
た
ち
が
持
ち
寄
っ
た

自
慢
の
料
理
紅
善
鼓
を
打
っ
た
り
、

地
醒
の
方
た
ち
が
作
っ
た
ア
ン
ボ
・

お
で
ん
・
の
っ
ぺ
・
け
ん
ち
ん
普
な

ど
を
腹
一
杯
食
べ
て
い
ま
し
た
。

ポンプ小屋のまわりを除雪する子供たち

　
風
雲
が
激
し
か
っ
た
十
二
騰
は
、

や
ぶ
こ
ざ
き
大
会
な
ど
の
薯
熱
レ
ク

リ
ェ
達
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
軟
ら
か
い
嫌
原
に
是
を
取
ら
れ
て

転
ぶ
人
や
、
犬
の
よ
う
に
は
し
ゃ
ぐ

動
供
た
ち
の
声
が
山
か
、
に
灘
い
て
い

ま
し
た
．

　
ま
た
、
鰹
に
は
塾
盤
総
参
撫
の
モ

チ
つ
き
大
会
と
な
り
、
子
供
た
ち
は

戴
い
杵
を
持
ち
上
げ
る
の
が
や
っ
と

で
、
象
又
さ
ん
か
ら
、
費
伏
っ
て
も
ら

っ
て
モ
チ
を
つ
い
て
い
ま
し
た
。

8

3
保
育
所
豆
ま
き
会

　
二
月
五
績
午
鹸
、
松
Z
霞
保
膏
所

で
鷺
濠
き
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
豆
藪
き
会
に
は
、
園
兇
た
ち
を
迎

え
紅
来
た
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
も
参
舶
し
、
保
母
さ
ん
が
投
げ
る

お
菓
子
を
圏
兇
と
い
っ
し
ょ
に
拾
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
園
箆
た
ち
は
自
分
で
作
っ

4
光
間
で
雪
中
消
防
訓
練

5
確
定
申
告
は
じ
ま
る

　
平
成
五
年
中
の
、
断
得
を
確
定
す
る

た
め
の
吻
憲
が
、
二
月
十
六
鷺
か
ら

役
場
で
蛤
ま
り
ま
し
た
。

　
纂
麟
に
通
籟
を
受
け
た
皆
さ
ん
が

放水する第1機勧隊の皆さん

申
欝
用
紙
や
添
付
書
類
を
持
参
し
、

税
務
係
に
い
ろ
い
ろ
相
談
し
な
が
ら

一
つ
｝
つ
必
要
纂
項
を
記
入
し
て
い

ま
し
た
。

た
鬼
の
藤
を
か
ぶ
り
、
退
治
し
た
い

鬼
を
大
き
な
声
で
欝
い
ま
し
た
。

「
纏
は
内
、
鬼
は
外
」
と
豆
ま
き
が

始
ま
る
と
、
禽
場
は
圏
児
た
ち
の
歓

声
に
包
ま
れ
、
悪
い
鬼
た
ち
は
こ
の

熱
気
に
負
け
て
ど
こ
か
へ
退
散
し
た

よ
う
で
し
た
。

　
二
月
二
十
田
午
葡
、
光
闘
集
会
所

を
火
点
と
す
る
雪
中
消
防
酬
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
翻
練
に
参
加
し
た
の
は
松
之
山
分

遣
所
、
第
～
機
動
隊
、
第
一
分
鐡
光

間
班
で
、
雲
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら

も
機
敏
な
動
き
で
放
水
や
救
助
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
冬
獺
問
は
家
の
近
く
ま
で
溝
防
寧

が
入
れ
な
か
っ
た
り
、
水
利
の
確
保

が
難
し
い
な
ど
悪
い
条
件
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。

「
防
火
の
輪
　
つ
な
げ
て
広
げ
て

な
く
す
火
事
砿
を
禽
謬
葉
駕
、
火
事

を
出
さ
な
い
よ
う
十
分
法
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
住
畏
税
（
溝
・
県
鋭
税
）
の
申
蕾

相
談
と
受
理
は
、
三
月
一
矯
か
ら
十

一
総
ま
で
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
消
費
税
の
確
定
串
沓
と
納

税
は
三
月
｝
“
｝
…
牽
一
霞
ま
で
と
な
っ
て

い
豪
す
の
で
、
該
滋
さ
れ
る
方
は
忘

れ
ず
に
申
憲
し
て
く
だ
さ
い
。

お菓子を袋いっぱい拾し・ました

欝騰

鞭

譲撒
役場には税務署からも係官が来て

串告を受王里しました
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き
会
に
は
、
園
兇
た
ち
を
迎

え
紅
来
た
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば
あ
さ

ん
も
参
舶
し
、
保
母
さ
ん
が
投
げ
る

お
菓
子
を
圏
兇
と
い
っ
し
ょ
に
拾
っ

て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
園
箆
た
ち
は
自
分
で
作
っ

4
光
間
で
雪
中
消
防
訓
練

5
確
定
申
告
は
じ
ま
る

　
平
成
五
年
中
の
、
断
得
を
確
定
す
る

た
め
の
吻
憲
が
、
二
月
十
六
鷺
か
ら

役
場
で
蛤
ま
り
ま
し
た
。

　
纂
麟
に
通
籟
を
受
け
た
皆
さ
ん
が

放水する第1機勧隊の皆さん

申
欝
用
紙
や
添
付
書
類
を
持
参
し
、

税
務
係
に
い
ろ
い
ろ
相
談
し
な
が
ら

一
つ
｝
つ
必
要
纂
項
を
記
入
し
て
い

ま
し
た
。

た
鬼
の
藤
を
か
ぶ
り
、
退
治
し
た
い

鬼
を
大
き
な
声
で
欝
い
ま
し
た
。

「
纏
は
内
、
鬼
は
外
」
と
豆
ま
き
が

始
ま
る
と
、
禽
場
は
圏
児
た
ち
の
歓

声
に
包
ま
れ
、
悪
い
鬼
た
ち
は
こ
の

熱
気
に
負
け
て
ど
こ
か
へ
退
散
し
た

よ
う
で
し
た
。

　
二
月
二
十
田
午
葡
、
光
闘
集
会
所

を
火
点
と
す
る
雪
中
消
防
酬
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
翻
練
に
参
加
し
た
の
は
松
之
山
分

遣
所
、
第
～
機
動
隊
、
第
一
分
鐡
光

間
班
で
、
雲
に
足
を
と
ら
れ
な
が
ら

も
機
敏
な
動
き
で
放
水
や
救
助
訓
練

を
行
い
ま
し
た
。

　
冬
獺
問
は
家
の
近
く
ま
で
溝
防
寧

が
入
れ
な
か
っ
た
り
、
水
利
の
確
保

が
難
し
い
な
ど
悪
い
条
件
が
い
く
つ

も
あ
り
ま
す
。

「
防
火
の
輪
　
つ
な
げ
て
広
げ
て

な
く
す
火
事
砿
を
禽
謬
葉
駕
、
火
事

を
出
さ
な
い
よ
う
十
分
法
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　
住
畏
税
（
溝
・
県
鋭
税
）
の
申
蕾

相
談
と
受
理
は
、
三
月
一
矯
か
ら
十

一
総
ま
で
各
地
区
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
消
費
税
の
確
定
串
沓
と
納

税
は
三
月
｝
“
｝
…
牽
一
霞
ま
で
と
な
っ
て

い
豪
す
の
で
、
該
滋
さ
れ
る
方
は
忘

れ
ず
に
申
憲
し
て
く
だ
さ
い
。

お菓子を袋いっぱい拾し・ました

欝騰

鞭

譲撒
役場には税務署からも係官が来て

串告を受王里しました
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町
の
爾
部
、
渋
海
糾
支
流
大
坪
川

流
域
に
位
置
し
、
江
戸
聴
代
は
東
浦

繊
村
に
縄
し
て
い
た
、

　
東
浦
磁
村
の
範
甥
は
、
藤
漂
・
警

根
・
新
田
・
上
之
由
・
湯
之
繊
・
豊

田
の
一
部
に
及
び
、
松
之
山
郷
繭
組

の
な
か
で
は
｝
番
大
き
な
村
だ
っ
た
。

　
天
瀦
二
（
～
六
八
二
〉
年
の
検
地

に
ょ
る
東
浦
田
材
の
柑
蕩
は
…
八
六

贋
三
斗
余
、
戸
数
三
六
、
戸
、
約
一
．
○

○
無
後
の
明
治
光
（
一
八
．
八
）
年

の
村
高
は
二
八
八
贋
七
斗
余
、
戸
数

一
八
二
戸
と
な
っ
で
、
い
る
。

　
地
名
の
磁
来
は
不
明
だ
が
、
瞥
根

と
い
う
地
名
は
川
沿
い
や
湖
沼
の
湿

地
帯
に
多
く
麗
ら
れ
、
江
舞
縛
代
は

盛
ん
に
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
。

　
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
瀬
、

浦
霞
村
鷹
牧
野
粂
蔵
が
大
宮
（
摺
9

之
砥
麗
密
）
で
診
療
を
開
嬌
し
た
．

　
昭
瓢
十
蕊
年
、
銘
浦
瞬
に
産
業
組

禽
立
浦
照
診
療
所
が
で
き
る
と
、
村

営
薩
療
事
業
は
産
業
組
倉
把
移
管
さ

れ
た
。

　
昭
秘
五
十
六
年
に
は
集
落
セ
ン
タ

ー
が
、
織
五
｛
七
年
に
は
浦
田
第
一

簡
易
水
道
が
完
成
し
た
。

　
昭
秘
五
十
九
年
、
瞥
根
集
、
各
の
一

部
だ
っ
た
修
簸
嵩
（
艘
根
中
心
地
か

ら
約
三
㎞
）
が
無
幾
芦
と
な
う
、
た
。

　
昭
秘
流
十
七
卑
｝
月
、
浦
照
地
区

初
の
水
遵
と
し
て
浦
田
第
一
簡
易
水

道
と
湯
之
島
簡
易
水
豊
が
完
成
し
た
。

　
浦
磁
第
一
の
通
水
簗
、
蒼
は
黒
倉
の

全
部
、
曹
根
・
藤
漂
の
大
部
分
で
あ

り
、
湯
之
島
は
湯
之
島
の
全
部
、
瞥

根
・
藤
原
・
ヒ
之
山
・
薦
之
葡
・
北

浦
磁
の
一
部
で
あ
る
．

　
岡
…
集
落
で
加
入
し
て
い
る
簡
易

水
道
が
異
な
る
の
は
、
浦
隙
第
一
が

町
道
沿
い
に
、
湯
之
島
が
県
遵
沿
い

に
懲
、
備
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
理
的
に
は
瞥
根
に
罵
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
松
革
神
社
周
辺

へ
大
宮
）
の
．
諏
々
が
、
撫
来
鵬
し
て

い
た
集
落
の
ま
ま
定
焦
し
た
．
）
と
が

も
う
一
つ
の
原
園
で
あ
る
、

　
大
宮
地
区
の
芦
数
は
八
芦
し
か
な

い
が
、
繭
集
落
（
瞥
根
・
藤
原
・
爾

之
葡
・
上
之
山
“
が
混
在
し
て
い
る
。

｝
松
蕃
神
挫
と

　
　
　
八
幡
祉

　
松
苧
神
縫
の
翻
Z
夢
月
は
不
明
だ

が
、
万
廼
元
（
一
八
…
ハ
○
）
熊
九
月

再
建
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
購
お
ゆ
、
ド
房
み
．
｝
、
・

　
祭
神
は
大
山
咋
命
で
、
松
華
神
社

　
　
　
　
　
　
ぬ
　
な
　
か
む
ひ
め
の
み
さ
い
ゆ
　
　
し
ロ
の
か
わ

の
祭
神
で
あ
る
奴
楽
川
姫
命
（
鞘
川

姫
命
）
と
異
な
っ
て
い
る
ひ

　
し
か
し
、
大
疋
十
二
葬
発
行
の
東

頚
城
郡
誌
で
は
奴
禁
川
姫
命
な
ど
八

柱
が
祭
神
と
な
っ
て
お
り
、
大
撫
咋

命
は
八
柱
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
嗣
｝
の
神
被
で
も

蒔
代
に
よ
っ
て
祭
神
が
変
化
し
て
い

　
　
　
ウ
き
　
　
ン
　
　
　
ゆ

る
こ
と
力
澄
、
る

　
こ
の
原
照
は
蒋
勢
に
よ
っ
て
変
え

さ
せ
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
聴
勢
に

願
応
し
て
神
縫
憐
か
‘
祭
神
を
変
え

た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　
松
罪
神
社
の
祭
神
が
大
山
咋
命
に

な
っ
た
理
由
は
、
今
の
と
こ
ろ
わ
か

ら
な
い
。

　
ま
た
、
社
殿
を
飾
る
彫
刻
は
華
麗

で
、
旧
浦
絹
村
の
村
縫
と
し
て
の
風

格
が
あ
る
。

　
八
幡
社
（
石
綱
）
の
創
立
卸
月
は

不
明
だ
が
、
松
苧
神
社
が
鎮
座
し
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
る
償
跡
に
建
て
ら

撫浦鐡村の村社として風格がある松苧神社

れ
て
い
る
．

　
八
幡
縫
の
境
内
に
は
庚
串
搭
や
土

俵
が
あ
り
、
子
供
や
著
煮
が
大
勢
い

た
こ
ろ
は
盛
ん
に
相
撲
が
行
わ
れ
て

い
た
、

　
修
業
蕎
は
東
浦
磁
村
の
一
部
と
し

て
醐
発
が
進
め
ら
れ
、
延
事
二
く
…

七
閥
汽
）
年
に
は
大
規
模
な
地
す
べ

り
が
発
生
し
て
い
る
。

　
修
叢
燈
覆
が
、
蓉
根
中
心
地
か
ら
約

三
㎞
も
離
れ
な
が
ら
独
立
し
た
集
落

と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
戸
数
が
少

な
か
っ
た
こ
と
と
、
出
作
り
に
来
て

い
た
元
麺
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
た

め
と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
十
三
（
一
八
八
○
）
年
、
浦

濁
小
学
校
黒
禽
分
校
が
醐
校
し
、
修

業
者
の
児
童
も
黒
倉
分
校
へ
通
掌
す

る
よ
う
頓
な
っ
た
。

　
昭
秘
三
十
一
｝
　
年
、
小
掌
校
の
学
区

変
更
が
行
わ
れ
、
黒
愈
分
校
は
浦
田

小
学
校
か
ら
松
之
山
小
学
校
へ
移
管

さ
れ
た
。

　
こ
の
学
区
変
更
に
よ
り
修
業
蕎
は

浦
臨
小
学
校
区
、
黒
倉
は
松
之
山
小

掌
校
区
と
な
っ
た
。

　
時
で
は
修
業
煮
の
兜
童
の
通
掌
を

考
え
、
婁
託
に
よ
り
そ
の
ま
ま
黒
禽

分
校
へ
通
学
で
き
る
よ
う
韓
し
た
。

瞬
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

　
園
が
運
営
す
る
圏
艮
年
金
調
痩
“
は
、

煎
無
の
物
緬
上
昇
に
晃
禽
っ
た
年
金

額
の
引
上
げ
を
鰹
隼
、
脊
っ
て
い
豪
す
、

　
今
年
も
圏
穏
か
ら
年
金
額
が
引
蓉

ヒ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
麟
蔑
葎
盆
の

保
険
料
も
月
額
一
｝
、
…
○
○
円
羅

改
選
さ
れ
ま
す
。

　
睡
鷺
年
金
は
、
あ
な
た
の
納
め
た

保
険
料
が
今
の
年
金
受
給
潜
を
支
え
、

や
が
て
あ
な
た
も
次
の
世
代
に
支
え

ら
れ
る
相
互
狭
助
の
も
と
に
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
夢
金
給
付
と
保
険
料

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
、
保
瞭
陳

料
も
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

硬
利
な
門
前
納
制
度
」
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
國
畏
年
金
に
は
、
　
一
．
疋
期
間
分
の

保
険
料
を
麟
も
っ
て
納
め
る
艶
」
と
の

で
き
る
訟
削
納
綱
痩
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
蔀
納
翻
度
を
利
絹
す
る
と
、
梅
月

保
険
料
を
納
め
る
葬
間
が
畜
け
る
う

え
、
納
め
忘
れ
る
心
醜
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
　
一
定
の
翻
合
で
保
険
料
の

翻
引
き
が
あ
り
ま
す
の
で
お
得
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
平
成
六
年
鰹
月
か

畢
成
七
驚
三
月
ま
で
の
一
年
間
錘
月

納
め
る
と
ご
蕪
二
、
、
帖
○
○
円
で
す

が
、
前
納
す
る
と
一
、
九
、
九
九
〇

円
を
納
め
れ
ば
よ
い
の
で
、
三
、
二

…
○
円
が
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
麟
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月

衆
欝
ま
で
に
役
場
の
麗
罠
年
金
係
に

串
し
鐡
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
難
ま
で
晶
削
納
さ
れ
て
い

た
方
に
は
、
後
で
確
認
の
連
絡
を
い

た
し
ま
す
。

な
・

楚く鷹

観

z

▼
交
通
災
害
共
済
と
は

　
交
通
災
書
共
済
は
、
県
内
全
市
跡

村
の
住
戻
を
会
輿
と
し
、
会
員
が
安

い
会
費
を
出
し
禽
い
、
不
毒
に
し
て

交
通
纂
故
に
あ
わ
れ
た
方
紀
見
舞
金

を
贈
る
、
市
町
村
艮
の
た
め
の
相
互

救
済
舗
度
で
す
。

▼
煎
入
資
格

①
鐙
内
に
住
所
が
あ
れ
ば
、
年
齢
に

　
割
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
掌
生
は
転
出
し
て
い
て
も
加
入
で

　
き
ま
す
、

共済見舞金等級表

▼
典
済
会
費
（
掛
金
）

　
会
費
は
一
人
年
額
五
〇
〇
円
で
、

途
中
で
擁
入
す
る
場
禽
も
岡
額
で
す
。

▼
爽
済
期
間

　
平
成
六
無
照
月
～
簸
か
ら
一
平
成
七

年
三
月
三
牽
一
績
ま
で
。

　
中
途
撫
入
の
場
禽
は
、
会
費
納
入

醸
の
翌
β
か
ら
平
成
七
年
薫
月
三
十

一
β
ま
で
。

▼
蜘
入
手
続
き

　
二
月
下
旬
に
配
聡
し
ま
し
た
「
申

し
込
み
書
及
び
会
曇
証
賑
に
記
載
さ

れ
て
い
る
住
所
。
氏
省
等
を
確
認
し
、

加
入
者
分
の
会
費
を
集
落
総
代
さ
ん

等
へ
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
見
舞
金
の
額

　
則
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
見
舞
金
の
請
求
期
問

　
交
通
災
警
を
受
け
た
黛
の
翌
段
か

ら
起
算
し
て
一
年
以
内
で
す
。

　
会
轟
で
万
一
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

た
ら
、
役
場
の
交
通
災
審
共
済
事
務

局
（
総
務
課
行
政
係
）
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

等　級 災　　害　　の　　程　　度 金　　額

i等級 死　　　意 控癬万穆

2等級
自動篤損害賠償保瞳法施行令則表の等級区分

第1級の各号に掲げる障審
鴻万円

3等級
虜動箪撮書賠償保障法施行令騨褒の等級区分

第2級の各号に掲げる障害
鱒万円

4等級
治療を要した獺間が7ケ月を超え、かつ、入

院4G黛以、ヒを含む実治療田数珊臼以上の傷害

肇8万穆

5等級
冶療を要した期聞が6ケ月を超え、かつ、入

號30臼以上を含む実’治療臼数9今撮以、ヒの傷害
穏万円

6等級
治療を要した期聞が5ケ月を超え、かつ、入

院雛臼以上を含む実治療目数75韓以上の傷害
綬万円

7等級
治療を要した鶏闘が4ケ月を超え、かつ、入

院14β以噛ヒを含む実治療獄数60臼以上の傷害
粉万濁

8等級
治療を要した朗間が3ケ月を超え、かつ、入

院7沼以上を含む実治療β数菊臼以上の傷害
8万R

9等級
治療を要した槻間が2ケ月を超え、かっ、入

院通院の実治療顕数30日以上の傷害
6万円

10等級

治療を要した観問が1ケ月を超え、かつ、入

院通院の実治療β数蔦撫以上の傷害
4万目

u等級 入院通院の実治療段数7日以、ヒの傷書 2万円
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落
探
訪

　
町
の
爾
部
、
渋
海
糾
支
流
大
坪
川

流
域
に
位
置
し
、
江
戸
聴
代
は
東
浦

繊
村
に
縄
し
て
い
た
、

　
東
浦
磁
村
の
範
甥
は
、
藤
漂
・
警

根
・
新
田
・
上
之
由
・
湯
之
繊
・
豊

田
の
一
部
に
及
び
、
松
之
山
郷
繭
組

の
な
か
で
は
｝
番
大
き
な
村
だ
っ
た
。

　
天
瀦
二
（
～
六
八
二
〉
年
の
検
地

に
ょ
る
東
浦
田
材
の
柑
蕩
は
…
八
六

贋
三
斗
余
、
戸
数
三
六
、
戸
、
約
一
．
○

○
無
後
の
明
治
光
（
一
八
．
八
）
年

の
村
高
は
二
八
八
贋
七
斗
余
、
戸
数

一
八
二
戸
と
な
っ
で
、
い
る
。

　
地
名
の
磁
来
は
不
明
だ
が
、
瞥
根

と
い
う
地
名
は
川
沿
い
や
湖
沼
の
湿

地
帯
に
多
く
麗
ら
れ
、
江
舞
縛
代
は

盛
ん
に
新
田
開
発
が
行
わ
れ
た
。

　
明
治
三
十
九
（
一
九
〇
六
）
瀬
、

浦
霞
村
鷹
牧
野
粂
蔵
が
大
宮
（
摺
9

之
砥
麗
密
）
で
診
療
を
開
嬌
し
た
．

　
昭
瓢
十
蕊
年
、
銘
浦
瞬
に
産
業
組

禽
立
浦
照
診
療
所
が
で
き
る
と
、
村

営
薩
療
事
業
は
産
業
組
倉
把
移
管
さ

れ
た
。

　
昭
秘
五
十
六
年
に
は
集
落
セ
ン
タ

ー
が
、
織
五
｛
七
年
に
は
浦
田
第
一

簡
易
水
道
が
完
成
し
た
。

　
昭
秘
五
十
九
年
、
瞥
根
集
、
各
の
一

部
だ
っ
た
修
簸
嵩
（
艘
根
中
心
地
か

ら
約
三
㎞
）
が
無
幾
芦
と
な
う
、
た
。

　
昭
秘
流
十
七
卑
｝
月
、
浦
照
地
区

初
の
水
遵
と
し
て
浦
田
第
一
簡
易
水

道
と
湯
之
島
簡
易
水
豊
が
完
成
し
た
。

　
浦
磁
第
一
の
通
水
簗
、
蒼
は
黒
倉
の

全
部
、
曹
根
・
藤
漂
の
大
部
分
で
あ

り
、
湯
之
島
は
湯
之
島
の
全
部
、
瞥

根
・
藤
原
・
ヒ
之
山
・
薦
之
葡
・
北

浦
磁
の
一
部
で
あ
る
．

　
岡
…
集
落
で
加
入
し
て
い
る
簡
易

水
道
が
異
な
る
の
は
、
浦
隙
第
一
が

町
道
沿
い
に
、
湯
之
島
が
県
遵
沿
い

に
懲
、
備
さ
れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
地
理
的
に
は
瞥
根
に
罵
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
松
革
神
社
周
辺

へ
大
宮
）
の
．
諏
々
が
、
撫
来
鵬
し
て

い
た
集
落
の
ま
ま
定
焦
し
た
．
）
と
が

も
う
一
つ
の
原
園
で
あ
る
、

　
大
宮
地
区
の
芦
数
は
八
芦
し
か
な

い
が
、
繭
集
落
（
瞥
根
・
藤
原
・
爾

之
葡
・
上
之
山
“
が
混
在
し
て
い
る
。

｝
松
蕃
神
挫
と

　
　
　
八
幡
祉

　
松
苧
神
縫
の
翻
Z
夢
月
は
不
明
だ

が
、
万
廼
元
（
一
八
…
ハ
○
）
熊
九
月

再
建
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
購
お
ゆ
、
ド
房
み
．
｝
、
・

　
祭
神
は
大
山
咋
命
で
、
松
華
神
社

　
　
　
　
　
　
ぬ
　
な
　
か
む
ひ
め
の
み
さ
い
ゆ
　
　
し
ロ
の
か
わ

の
祭
神
で
あ
る
奴
楽
川
姫
命
（
鞘
川

姫
命
）
と
異
な
っ
て
い
る
ひ

　
し
か
し
、
大
疋
十
二
葬
発
行
の
東

頚
城
郡
誌
で
は
奴
禁
川
姫
命
な
ど
八

柱
が
祭
神
と
な
っ
て
お
り
、
大
撫
咋

命
は
八
柱
の
中
に
入
っ
て
い
な
い
。

　
こ
の
よ
う
に
、
嗣
｝
の
神
被
で
も

蒔
代
に
よ
っ
て
祭
神
が
変
化
し
て
い

　
　
　
ウ
き
　
　
ン
　
　
　
ゆ

る
こ
と
力
澄
、
る

　
こ
の
原
照
は
蒋
勢
に
よ
っ
て
変
え

さ
せ
ら
れ
た
り
、
あ
る
い
は
聴
勢
に

願
応
し
て
神
縫
憐
か
‘
祭
神
を
変
え

た
か
ら
と
思
わ
れ
る
。

　
松
罪
神
社
の
祭
神
が
大
山
咋
命
に

な
っ
た
理
由
は
、
今
の
と
こ
ろ
わ
か

ら
な
い
。

　
ま
た
、
社
殿
を
飾
る
彫
刻
は
華
麗

で
、
旧
浦
絹
村
の
村
縫
と
し
て
の
風

格
が
あ
る
。

　
八
幡
社
（
石
綱
）
の
創
立
卸
月
は

不
明
だ
が
、
松
苧
神
社
が
鎮
座
し
て

い
た
と
伝
え
ら
れ
る
償
跡
に
建
て
ら

撫浦鐡村の村社として風格がある松苧神社

れ
て
い
る
．

　
八
幡
縫
の
境
内
に
は
庚
串
搭
や
土

俵
が
あ
り
、
子
供
や
著
煮
が
大
勢
い

た
こ
ろ
は
盛
ん
に
相
撲
が
行
わ
れ
て

い
た
、

　
修
業
蕎
は
東
浦
磁
村
の
一
部
と
し

て
醐
発
が
進
め
ら
れ
、
延
事
二
く
…

七
閥
汽
）
年
に
は
大
規
模
な
地
す
べ

り
が
発
生
し
て
い
る
。

　
修
叢
燈
覆
が
、
蓉
根
中
心
地
か
ら
約

三
㎞
も
離
れ
な
が
ら
独
立
し
た
集
落

と
な
ら
な
か
っ
た
の
は
、
戸
数
が
少

な
か
っ
た
こ
と
と
、
出
作
り
に
来
て

い
た
元
麺
と
の
関
係
が
深
か
っ
た
た

め
と
思
わ
れ
る
。

　
明
治
十
三
（
一
八
八
○
）
年
、
浦

濁
小
学
校
黒
禽
分
校
が
醐
校
し
、
修

業
者
の
児
童
も
黒
倉
分
校
へ
通
掌
す

る
よ
う
頓
な
っ
た
。

　
昭
秘
三
十
一
｝
　
年
、
小
掌
校
の
学
区

変
更
が
行
わ
れ
、
黒
愈
分
校
は
浦
田

小
学
校
か
ら
松
之
山
小
学
校
へ
移
管

さ
れ
た
。

　
こ
の
学
区
変
更
に
よ
り
修
業
蕎
は

浦
臨
小
学
校
区
、
黒
倉
は
松
之
山
小

掌
校
区
と
な
っ
た
。

　
時
で
は
修
業
煮
の
兜
童
の
通
掌
を

考
え
、
婁
託
に
よ
り
そ
の
ま
ま
黒
禽

分
校
へ
通
学
で
き
る
よ
う
韓
し
た
。

瞬
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
額
が
変
わ
り
ま
す

　
園
が
運
営
す
る
圏
艮
年
金
調
痩
“
は
、

煎
無
の
物
緬
上
昇
に
晃
禽
っ
た
年
金

額
の
引
上
げ
を
鰹
隼
、
脊
っ
て
い
豪
す
、

　
今
年
も
圏
穏
か
ら
年
金
額
が
引
蓉

ヒ
げ
ら
れ
ま
す
。

　
こ
れ
に
と
も
な
い
、
麟
蔑
葎
盆
の

保
険
料
も
月
額
一
｝
、
…
○
○
円
羅

改
選
さ
れ
ま
す
。

　
睡
鷺
年
金
は
、
あ
な
た
の
納
め
た

保
険
料
が
今
の
年
金
受
給
潜
を
支
え
、

や
が
て
あ
な
た
も
次
の
世
代
に
支
え

ら
れ
る
相
互
狭
助
の
も
と
に
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。

　
で
す
か
ら
、
夢
金
給
付
と
保
険
料

の
バ
ラ
ン
ス
を
保
つ
た
め
に
、
保
瞭
陳

料
も
少
し
ず
つ
引
き
上
げ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま

す
。

硬
利
な
門
前
納
制
度
」
を
利
用
し
ま
せ
ん
か

　
國
畏
年
金
に
は
、
　
一
．
疋
期
間
分
の

保
険
料
を
麟
も
っ
て
納
め
る
艶
」
と
の

で
き
る
訟
削
納
綱
痩
」
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
蔀
納
翻
度
を
利
絹
す
る
と
、
梅
月

保
険
料
を
納
め
る
葬
間
が
畜
け
る
う

え
、
納
め
忘
れ
る
心
醜
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　
ま
た
、
　
一
定
の
翻
合
で
保
険
料
の

翻
引
き
が
あ
り
ま
す
の
で
お
得
で
す
。

　
た
と
え
ば
、
平
成
六
年
鰹
月
か

畢
成
七
驚
三
月
ま
で
の
一
年
間
錘
月

納
め
る
と
ご
蕪
二
、
、
帖
○
○
円
で
す

が
、
前
納
す
る
と
一
、
九
、
九
九
〇

円
を
納
め
れ
ば
よ
い
の
で
、
三
、
二

…
○
円
が
割
引
き
に
な
り
ま
す
。

　
麟
納
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
三
月

衆
欝
ま
で
に
役
場
の
麗
罠
年
金
係
に

串
し
鐡
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
昨
難
ま
で
晶
削
納
さ
れ
て
い

た
方
に
は
、
後
で
確
認
の
連
絡
を
い

た
し
ま
す
。

な
・

楚く鷹

観

z

▼
交
通
災
害
共
済
と
は

　
交
通
災
書
共
済
は
、
県
内
全
市
跡

村
の
住
戻
を
会
輿
と
し
、
会
員
が
安

い
会
費
を
出
し
禽
い
、
不
毒
に
し
て

交
通
纂
故
に
あ
わ
れ
た
方
紀
見
舞
金

を
贈
る
、
市
町
村
艮
の
た
め
の
相
互

救
済
舗
度
で
す
。

▼
煎
入
資
格

①
鐙
内
に
住
所
が
あ
れ
ば
、
年
齢
に

　
割
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
掌
生
は
転
出
し
て
い
て
も
加
入
で

　
き
ま
す
、

共済見舞金等級表

▼
典
済
会
費
（
掛
金
）

　
会
費
は
一
人
年
額
五
〇
〇
円
で
、

途
中
で
擁
入
す
る
場
禽
も
岡
額
で
す
。

▼
爽
済
期
間

　
平
成
六
無
照
月
～
簸
か
ら
一
平
成
七

年
三
月
三
牽
一
績
ま
で
。

　
中
途
撫
入
の
場
禽
は
、
会
費
納
入

醸
の
翌
β
か
ら
平
成
七
年
薫
月
三
十

一
β
ま
で
。

▼
蜘
入
手
続
き

　
二
月
下
旬
に
配
聡
し
ま
し
た
「
申

し
込
み
書
及
び
会
曇
証
賑
に
記
載
さ

れ
て
い
る
住
所
。
氏
省
等
を
確
認
し
、

加
入
者
分
の
会
費
を
集
落
総
代
さ
ん

等
へ
支
払
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
見
舞
金
の
額

　
則
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
見
舞
金
の
請
求
期
問

　
交
通
災
警
を
受
け
た
黛
の
翌
段
か

ら
起
算
し
て
一
年
以
内
で
す
。

　
会
轟
で
万
一
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

た
ら
、
役
場
の
交
通
災
審
共
済
事
務

局
（
総
務
課
行
政
係
）
へ
連
絡
し
て

く
だ
さ
い
。

等　級 災　　害　　の　　程　　度 金　　額

i等級 死　　　意 控癬万穆

2等級
自動篤損害賠償保瞳法施行令則表の等級区分

第1級の各号に掲げる障審
鴻万円

3等級
虜動箪撮書賠償保障法施行令騨褒の等級区分

第2級の各号に掲げる障害
鱒万円

4等級
治療を要した獺間が7ケ月を超え、かつ、入

院4G黛以、ヒを含む実治療田数珊臼以上の傷害

肇8万穆

5等級
冶療を要した期聞が6ケ月を超え、かつ、入

號30臼以上を含む実’治療臼数9今撮以、ヒの傷害
穏万円

6等級
治療を要した期聞が5ケ月を超え、かつ、入

院雛臼以上を含む実治療目数75韓以上の傷害
綬万円

7等級
治療を要した鶏闘が4ケ月を超え、かつ、入

院14β以噛ヒを含む実治療獄数60臼以上の傷害
粉万濁

8等級
治療を要した朗間が3ケ月を超え、かつ、入

院7沼以上を含む実治療β数菊臼以上の傷害
8万R

9等級
治療を要した槻間が2ケ月を超え、かっ、入

院通院の実治療顕数30日以上の傷害
6万円

10等級

治療を要した観問が1ケ月を超え、かつ、入

院通院の実治療β数蔦撫以上の傷害
4万目

u等級 入院通院の実治療段数7日以、ヒの傷書 2万円
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二
月
七
欝
午
箭
、
下
布
絹
地
区
灘

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
董
で
、
嬰
る
い

家
纏
づ
く
リ
モ
デ
ル
地
区
講
演
会
が

行
わ
れ
蒙
し
た
。

　
講
師
は
新
潟
市
に
あ
る
曹
洞
漫
氷
虎

嶽
山
東
陽
寺
住
職
木
村
善
章
さ
ん
で
、

演
題
は
「
よ
き
人
盤
は
日
々
の
丹
精

に
あ
る
」
で
し
た
。

　
人
盗
経
験
豊
欝
な
木
村
さ
ん
は
、

親
か
ら
い
た
だ
い
た
命
を
大
切
に
し
、

寿
命
が
燃
え
つ
き
る
ま
で
生
き
る
義

務
が
あ
る
。

　
隻
き
て
行
く
た
め
の
使
命
感
、
責

任
感
は
大
変
だ
が
、
盗
き
て
い
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
嚢
麟
　
　
韓

い
う
よ
り
生
か
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い

る
と
考
え
れ
ば
心
が
楽
に
な
る
。

　
毎
環
の
生
活
に
変
化
が
な
い
よ
う

で
も
、
覧
持
ち
の
持
ち
よ
う
で
違
っ

た
臼
々
と
な
る
。

上
を
見
て
も
下
を
見
て
も
き
り
が
な

い
の
が
人
生
で
あ
・
る
。

　
入
を
儒
じ
る
こ
と
、
我
慢
す
る
こ

と
、
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
す
る
こ

と
は
、
三
歳
位
ま
で
に
あ
る
程
度
決

っ
て
し
ま
う
の
で
、
家
庭
が
は
た
す

役
割
は
葬
常
に
大
き
い
と
力
説
し
ま

し
た
。

難
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鑛

　
つ
ま
ら
な
い
窟
が
憲
り
前
で
あ
り
、

糧
雛
灘
　
灘
灘
灘
灘
㎜
繋
灘
鑛
鑛
騰
欝
藁
灘
麟
灘
灘
灘
灘
灘
蔀

木村さんは「盗きていることに感謝する

無持ちが大切』と話されました

蝋
　
灘
　
　
灘
擬
灘
礫

灘
騒麟

」2

　
新
潟
県
ス
キ
ー
連
盟
公
認
ポ
イ
ン

ト
レ
ー
ス
で
あ
る
、
松
之
山
温
泉
サ

ロ
モ
ン
＆
テ
肇
ラ
肇
メ
イ
ド
N
S
T

カ
ッ
プ
ジ
ュ
ニ
ア
G
S
L
大
会
が
次

の
日
程
で
行
わ
れ
ま
す
。

▼
期
　
　
賛
　
　
三
月
二
十
六
日
ハ
土
）

▼
会
　
場
　
松
之
山
温
泉
ス
キ
肇
場

▼
種
　
欝
大
園
転

▼
参
加
資
格

○
小
学
生
の
部
異
子
、
女
子
（
贈
～

　
六
年
生
、
三
隼
生
以
下
は
所
薦
畏

　
の
推
薦
が
あ
れ
ば
出
場
で
き
る
〉

○
中
掌
蕊
の
部
男
子
、
女
子

O
定
員
蕊
○
○
名
で
締
め
切
り

▼
表
　
彰
　
各
総
と
も
一
～
六
位
ま

　
で
賞
状
と
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。

▼
申
し
込
み
先
及
び
参
湘
料

○
松
之
山
町
公
罠
館
内
大
会
事
務
局
。

〇
三
月
↓
i
六
藏
（
轟
小
）
ま
で
に
、
掌
校

　
ま
た
は
ク
ラ
プ
単
位
ご
と
に
串
し

　
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

○
参
撫
料
は
一
入
｝
、
○
○
○
円
。

▼
そ
の
他

　
傷
轡
事
故
防
止
の
た
め
ヘ
ル
メ
ッ

　
ト
を
蕎
溺
し
、
各
自
で
傷
轡
保
険

　
な
ど
に
必
ず
加
入
し
て
お
い
て
く

　
だ
さ
い
．

　　懸灘　
公
艮
館
の
図
書
豊
に
新
刊
閣
書
が

入
り
ま
し
た
の
で
ご
利
絹
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
貸
嵐
し
冊
数
は
五
冊
以
内

で
、
貸
出
し
期
問
は
二
週
問
で
す
。

▼
虫
な
新
鷺
図
書
名

恋
の
予
感
を
バ
ッ
ク
に
つ
め
て

駆
け
込
み
國
地
の
黄
轡

虹
の
刺
客
（
上
・
下
）

な
ぜ
細
中
轟
紀
子
は
吼
え
る
の
か

あ
の
臼
に
帰
り
た
い

雨
の
旅
人

愛
ま
さ
に
そ
の
名
の
も
と
滋

ツ
キ
も
呼
び
込
む
趨
己
改
造
法

地
域
濡
挫
化
戦
略

茶
当
の
旅
は
二
度
目
の
旅

お
笑
い
北
朝
鮮

見
え
な
い
橋

婁
環
光
愛
の
殺
人
旅
行

信
濃
川
彩
時
記

昨
夜
は
よ
く
眠
れ
ま
し
た
か

夫
婦
は
死
ぬ
ま
で
艦
嘩
す
る
が
よ
し

ト
…
キ
灘
ー
團
盗
り
物
語

清
貧
の
焦
き
か
た

収
容
斯
か
ら
来
た
遺
書

ニ
ッ
ポ
ン
晃
聞
録

生
と
死
へ
の
眼
差
し

景
徳
鎮
か
ら
の
贈
り
物

ひ
と
つ
麗
根
の
下

毘
道
鳥
取
殺
人
ラ
イ
ン

逆
説
の
臼
本
史

蟷
時
代
議
員
会
報
告
と
婦
入
会
誌
原
稿
募
集

　
二
月
畢
の
「
婦
人
会
の
規
状
に
っ

い
て
」
を
読
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た

で
し
ょ
う
か
．

　
二
月
十
五
田
、
臨
時
代
議
員
会
を

闘
き
門
連
合
婦
人
会
を
解
敵
し
、
跡

内
婦
人
へ
の
連
絡
や
呼
び
か
け
、
取

り
ま
と
め
等
を
公
戻
館
臓
お
願
い
す

る
」
と
い
う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
か
ら

賛
岡
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
三
十
脊
余
年
、
ど
こ
に
も
負
け
な

い
立
派
な
婦
人
会
と
し
て
購
内
の
婦

人
が
手
を
つ
な
ぎ
、
協
力
し
禽
っ
て

明
る
い
購
づ
く
り
に
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
多
様
化
す
る
社
会
の
中

で
婦
人
会
員
の
繊
値
感
も
変
っ
て
き

ま
し
た
。

　
連
合
婦
人
会
と
は
、
鱒
内
全
地
薩

が
撫
入
し
て
い
て
こ
そ
連
合
の
名
前

が
生
き
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
以
上
続
け
る
こ
と
は
、
ま
す

康
す
婦
人
会
舞
の
減
少
に
つ
な
が
り
、

役
員
問
題
に
つ
い
て
は
集
落
の
中
で

み
ぞ
が
出
来
か
ね
ま
せ
ん
。

　
連
合
婦
人
会
の
長
い
歴
史
の
幕
を

朗
じ
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
は
、
役

興
｝
岡
断
腸
の
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す

が
、
購
罠
の
皆
さ
ま
に
お
許
し
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
濠
す
。

　
そ
し
て
、
難
し
い
こ
と
を
抜
き
に

し
て
隣
近
所
、
濠
た
は
集
落
の
中
で

仲
良
く
助
け
禽
っ
て
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
繭
月
か
ら
は
町
内
の
婦
人
が
全
麟

岡
じ
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
て
、

公
畏
館
の
指
樽
を
受
け
な
が
ら
霞
己

警
発
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
、
そ
し

て
町
畏
の
一
人
と
し
て
住
み
畏
い
町

づ
く
り
の
た
め
鷹
、
み
ん
な
で
協
力

し
合
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
婦
人
会
の
歴
史
を
綴
る
婦
人
会
誌

も
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
す
。

　
遠
い
蕾
の
想
い
出
謡
、
ま
た
現
筏

考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
何
で
も
結
構

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
か
ら
…
編

で
も
多
く
原
稿
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
濠
す
。

　
締
切
り
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蕊
月
二
十
五
臼
で
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公

跳
館
へ
提
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し
て
く
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さ
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。

　
な
お
、
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照
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宋
頃
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予
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協
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お
願
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し
ま
す
。

纏
石
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志
君
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松
之
出
保
育
所
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門
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準
牧
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賞
受
賞
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潟
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山
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ー
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調
催
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○
○
○
点
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版
画
約
一
～
、
○
○
○
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の
応
募
が

あ
り
ま
し
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。
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優
秀
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績
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お
さ
め
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山
中
学
校
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絵
薩
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門
で
五
入
、
浦

欄
小
学
校
は
絵
爾
部
門
で
㎜
｝
人
、
版

醐
部
門
で
三
人
が
特
選
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
松
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山
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育
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蕎
塚
貴
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絵
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選
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牧
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石塚貴憲くん

　
特
選
受
賞
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は
次
の
と
お
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で
す
。

▼
松
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山
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所
（
絵
爾
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り
す
組
　
贋
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貴
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（
準
牧
鐵
賞
）
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松
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小
学
校
（
絵
醸
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子

▼
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｝
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佐
藤
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｝
（
版
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三
年
　
嵐
濁
啓
三
（
絵
爾
〉

〃
　
爾
雲
　
優
（
版
爾
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殴
無
　
丸
出
楽
保
（
〃
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匁
篭
竃
蓼
ー
、
～
芝
ー
，
～
辱
ー
専

▼
松
之
山
中
拳
校
（
絵
画
〉

ノノ㎜“ノノ｝⇒

年隼、卑
鶴
昭
　
怜

村
山
美
穂

村
山
癖
子

嵩
波
大
志

佐
藤
由
雷

驚蕪r藩＼

　　　　　　　　　　　　　憾，ビ丁．

　　ともだちとあそんでいるところ

応募校数及び出晶点数

応募校数 絵爾 版画 計

幼稚園保育園 47 686 469 三，玉55

小　学　校 567 11，055 王0，188 2L243

中　掌　校 43 735 276 1，0難
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箭
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下
布
絹
地
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ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
董
で
、
嬰
る
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家
纏
づ
く
リ
モ
デ
ル
地
区
講
演
会
が

行
わ
れ
蒙
し
た
。

　
講
師
は
新
潟
市
に
あ
る
曹
洞
漫
氷
虎

嶽
山
東
陽
寺
住
職
木
村
善
章
さ
ん
で
、

演
題
は
「
よ
き
人
盤
は
日
々
の
丹
精

に
あ
る
」
で
し
た
。

　
人
盗
経
験
豊
欝
な
木
村
さ
ん
は
、

親
か
ら
い
た
だ
い
た
命
を
大
切
に
し
、

寿
命
が
燃
え
つ
き
る
ま
で
生
き
る
義

務
が
あ
る
。
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韓
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。
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。

　
入
を
儒
じ
る
こ
と
、
我
慢
す
る
こ

と
、
相
手
の
気
持
ち
を
理
解
す
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あ
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憲
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灘
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な
で
協
力

し
合
お
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　
婦
人
会
の
歴
史
を
綴
る
婦
人
会
誌

も
今
回
で
最
後
に
な
り
ま
す
。

　
遠
い
蕾
の
想
い
出
謡
、
ま
た
現
筏

考
え
て
い
る
こ
と
な
ど
何
で
も
結
構

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
皆
さ
ま
か
ら
…
編

で
も
多
く
原
稿
を
出
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
濠
す
。

　
締
切
り
は
蕊
月
二
十
五
臼
で
、
公

跳
館
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
務
行
は
照
月
宋
頃
を
予
建

し
て
い
ま
す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

纏
石
塚
貴
志
君
（
松
之
出
保
育
所
）
絵
画
部
門
で
準
牧
田
賞
受
賞
“

　
第
三
十
幽
國
新
潟
県
兇
童
生
徒
絵

爾
・
版
爾
コ
ン
ク
ー
ル
で
、
松
之
山

中
学
校
と
浦
照
小
学
校
が
掌
校
欝
を

受
賞
し
濠
し
た
。

　
こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
二
月
に
調
催

さ
れ
、
絵
顧
約
｝
“
三
、
○
○
○
点
、

版
画
約
一
～
、
○
○
○
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。

　
学
校
賞
は
優
秀
な
成
績
を
お
さ
め

た
学
校
に
贈
ら
れ
る
も
の
で
、
松
之

山
中
学
校
は
絵
薩
部
門
で
五
入
、
浦

欄
小
学
校
は
絵
爾
部
門
で
㎜
｝
人
、
版

醐
部
門
で
三
人
が
特
選
を
受
賞
し
ま

し
た
。

　
ま
た
、
松
之
山
保
育
所
り
す
繊
の

蕎
塚
貴
志
く
ん
は
、
絵
爾
部
門
で
特

選
に
選
ば
れ
た
人
の
中
か
ら
、
さ
ら

に
上
位
の
準
牧
灘
賞
（
二
点
の
み
）

を
受
賞
し
ま
し
た
。

石塚貴憲くん

　
特
選
受
賞
蕎
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
松
之
山
保
青
所
（
絵
爾
）

り
す
組
　
贋
塚
貴
志
（
準
牧
鐵
賞
）

▼
松
里
小
学
校
（
絵
醸
）

三
年
　
高
橋
佳
子

▼
浦
碍
小
掌
校

｝
爺
　
佐
藤
慶
｝
（
版
晒
）

三
年
　
嵐
濁
啓
三
（
絵
爾
〉

〃
　
爾
雲
　
優
（
版
爾
）

殴
無
　
丸
出
楽
保
（
〃
）

　
　
　
　
　
　
　
匁
篭
竃
蓼
ー
、
～
芝
ー
，
～
辱
ー
専

▼
松
之
山
中
拳
校
（
絵
画
〉

ノノ㎜“ノノ｝⇒

年隼、卑
鶴
昭
　
怜

村
山
美
穂

村
山
癖
子

嵩
波
大
志

佐
藤
由
雷

驚蕪r藩＼

　　　　　　　　　　　　　憾，ビ丁．

　　ともだちとあそんでいるところ

応募校数及び出晶点数

応募校数 絵爾 版画 計

幼稚園保育園 47 686 469 三，玉55

小　学　校 567 11，055 王0，188 2L243

中　掌　校 43 735 276 1，0難

‘3
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、
長
い
冬
が
終
り
、
も
う
す
ぐ
待
ち

に
待
っ
た
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　
春
先
は
蜜
餓
が
乾
燥
し
、
火
災
の

発
鷹
し
や
す
い
状
況
と
な
り
豪
す
。

　
火
災
の
ほ
と
ん
ど
は
、
ち
ょ
つ
．
と

し
た
不
濡
意
か
ら
起
き
て
い
ま
す
。

　
嚢
消
え
と
と
も
に
焚
火
や
野
焼
き

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
は
そ
の
場

所
か
ら
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
防
火
の
輪
　
つ
な
げ
て
広
げ
デ
、

な
く
す
火
箏
」
を
禽
欝
葉
に
、
火
の

規
心
の
穴
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

②
子
供
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
焚
火
や
野
焼
き

　
を
し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い
。

⑥
風
愚
の
蜜
だ
き
を
し
な
い
。

霧

隷墾
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‘
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『
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、

～
州

、
彦
　
儲

㌶
、
’

ぬ　
　
　
雄

ノ

上
越
地
域
職
業
釧
練
セ
ン
タ
ー
生
募
集

　
上
越
地
域
職
業
酬
練
セ
ン
タ
…
で

は
、
資
格
取
得
や
技
能
の
陶
上
を
目

的
と
し
た
各
種
コ
…
ス
を
設
け
、
譲

練
生
を
暮
集
し
て
い
濠
す
。

　
皆
さ
ん
も
こ
の
機
会
に
受
講
し
て

み
ま
せ
ん
か
．

▼
讃
練
科
目

o
二
級
建
築
士
コ
ー
ス

○
電
気
工
事
士
コ
ー
ス

○
ワ
ー
プ
罠
コ
ー
ス

○
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

○
簿
認
検
定
受
験
コ
ー
ス

O
建
築
設
計
コ
…
ス

O
管
工
事
施
工
管
理
技
土
コ
ー
ス

O
技
能
検
定
掌
科
コ
…
ス

　
（
醗
管
科
・
塗
装
科
）

O
養
成
コ
ー
ス

　
（
建
築
科
・
左
宮
科
・
板
金
科
）

▼
定
　
員

　
各
コ
ー
ス
と
も
十
も
二
十
名

▼
申
込
み
期
間

　
餐
コ
ー
ス
と
も
講
習
醐
始
二
週
聞

　
前
ま
で
受
付
ま
す
。

▼
申
込
み
及
び
問
い
合
わ
せ
先

　
上
越
地
域
職
業
調
練
セ
ン
タ
ー

　
蟹
○
二
五
五
ー
二
三
…
〇
七
黒
七

ま
ん
丸
い
月
が
欲
し
く
て
屑
車

昭
和
号
数
え
変
え
ら
れ
ま
だ
走
り

苦
労
し
た
話
な
ら
あ
る
老
固
志

　
　
　
　
　
　
　
黒
　
倉
　
　
草
村

柳
友
作
晶
紹
介

寄
港
す
る
母
の
港
は
い
つ
も
凪
ぎ

ほ
め
も
せ
ず
文
句
も
言
わ
ぬ
人
と
居
る

近
所
ま
で
来
て
寄
り
つ
か
ぬ
福
の
神

晩
酌
へ
回
覧
板
が
上
が
り
．
｝
み

地
図
を
播
つ
助
席
へ
い
つ
も
詣
図
さ
れ

正
孝
（
岬
枚
昭
〉

満鈴喜和新
津

子木子子井

　
三
月
二
十
八
総
（
月
）
か
ら
、
上
越

総
合
庁
禽
の
電
話
交
換
業
務
が
廃
止

さ
れ
、
代
袈
番
暑
費
〇
二
五
五
…
二

流
…
二
二
一
一
は
硬
わ
れ
な
く
な
り

ま
す
。

　
今
後
は
、
胴
の
あ
る
係
へ
直
接
電

話
を
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
番
矯
は
、
醍
鞘
す
る
新
番

畢
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
薪
し
い
電
議
番
弩
が
不
鴫

の
場
禽
は
、
旧
番
弩
を
か
け
．
る
と
N

T
T
が
新
番
畢
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県
の
交
通
事
故
移
動
相
談
所
の
日
程

　
県
で
は
、
交
通
事
敏
被
審
嵩
の
救

済
と
援
護
の
た
め
、
県
庁
、
長
岡
総

禽
庁
會
及
び
上
越
総
合
庁
書
で
常
設

の
相
鉱
藤
勝
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、

遠
隔
地
等
で
相
談
に
来
れ
な
い
方
々

の
た
め
に
移
動
獺
談
所
を
開
設
し
、

交
通
事
故
相
談
に
億
じ
て
い
ま
す
。

　
移
動
相
談
所
は
牽
廓
町
市
に
毎
月

一
圃
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
通
嘉

故
等
で
お
囲
り
の
方
は
ご
利
胴
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
竪

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
闇
設
場
駈
　
十
田
町
布
役
所

▼
開
設
8
　
毎
月
第
二
月
曜
臼

　
　
（
十
月
は
十
七
瞬
に
な
り
ま
す
）

ゆ
一

馨

『「　スキ綱力脚ニバル

カザマカツプアルペン大会
　楽しい企函がいっぱいのスキー一カーニバルが、3月27撫（田〉松

之出濫泉スキー場で開催されます。

　毎年大好評の貫灌・トン汁の無料サービス、昧の名篠街（手打

ちゾバ・アンボ・けんちん熱・チマキ等）が鐙蒋から始ま1）、地

元の皆さんが作ったおいしい料理を煉わうことができます。

⑪甘瀬・トン鮭の無料サービス　　　　　　　　紛：OO～14：00

《》味の名店街　　　　　　　　　　　　　　　　　101GO～焉：OO

◎1クレヨンしんちゃんシ3一　　　　　ま回目　U10｛）～12；00

　　　　　　　　　　　　　　　　　2回目13：30～王4：30

◎モチつき大会　　　　　　　　　　　　　　　12：00～捻：00

　スキーカーニバルと併行して行われる、カザマカップアルペン

大会はジャイアントスラ貸一ム2本制で、小学：生から成年まで7

絹に分れています。

　参加料は1人王，000円で、先著200名まで受付けます。

◎串し込み先　松之由スキー協会事務局　貿6－2100

　　　　　ゴミの出し方に注意
　最近、ゴミをダン購一ル箱や黒いゴミ袋に入れ、名前を書か験

いで純集落のゴミステーシ滋ンに鐵す方がいます。

　ダン承一ル箱や黒いゴミ袋では収集しま慧んので、指定ざれた

袋曇こ名葡を認入し、目竈近くのゴミステーシ黛ンに畿してください。

　まわりの方に迷惑をかけないゴミの鐵し方にご協力を！

門
き
キ
ャ
サ
リ
ー
ン
さ
ん
の
随
箋
コ
ー
ナ
多
」

撮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
∞

研＿糊罵一ぬ麟圃

す
ば
ら
し
い
贈
り
物
と
掛
け
橋

　子供たち

の
顔
を
見
て
い
る
と
、

い
つ
も
驚
か
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
皿
人
｝
｝
人
が
と
て
も
個
性
的
で
、

岬酬　
可
能
性
を
い
っ
ぱ
い
秘
め
て
い
る
か

　
ら
で
す
。

～∞

葵
藪
え
萎
、
将
来

岬騨　
こ
の
子
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
ら
ど

　
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
り
し
ま

　
す
。

　
　
私
に
と
っ
て
子
供
た
ち
に
教
え
る

　
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
当

　
に
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
を
い
た
だ
い

㎜
た
難
縫
雛
世
醤

γ
客
る
こ
と
奪
き
よ
良

　
微
力
な
が
ら
役
に
立
て
た
の
で
は
な

7
か
と
思
い
ま
す
．

　
　
松
之
山
に
お
け
る
聾
活
は
、
私
に

　
と
っ
て
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

　
な
い
数
々
の
良
き
思
い
出
を
つ
く
る

　
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
暖
か
い
心
を
持
っ
た
人
た
ち
の
町
だ

　
と
思
い
ま
す
。

に
人
梱
人
が
．
あ
故
郷
に
誇
り
を

　
　
松
之
山
は
と
て
も
美
し
い
自
然
と
、

粟鞠鰍君⑭

・誌、峯

一圏藩』！＼

．
濁
．

○
準

　
、
ウ
謡

原嚢
劉
楼

蒸
誉
ノ

塾
、
笑
釆
た
》
＼

輔励粥

購
馨
叢

い
雛
蒙
霧
鰻
胤

に
な
る
か
と
い
2
茎
し
た
・
∞∞

灘
　
濃

山
か
ら
も
ア
メ
リ
カ
ヘ
行
く
人
た
ち

が
多
く
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
原
文
は
英
語
　
津
畑
一
男
訳
）

力
人
が
松
之
山
を
訪
れ
、
ま
た
松
之
騨

！

き
ミ
睾
…
§
き
ξ
ξ
呈
篤
多
モ
§

》一脚一㈱
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り
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待
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に
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や
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ま
す
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春
先
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す
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す
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ど
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つ
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と
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た
不
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意
か
ら
起
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い
ま
す
。

　
嚢
消
え
と
と
も
に
焚
火
や
野
焼
き

を
す
る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
が
、

火
が
完
全
に
消
え
る
ま
で
は
そ
の
場

所
か
ら
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

「
防
火
の
輪
　
つ
な
げ
て
広
げ
デ
、

な
く
す
火
箏
」
を
禽
欝
葉
に
、
火
の

規
心
の
穴
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
守
っ
て

く
だ
さ
い
。

①
寝
タ
バ
コ
や
タ
バ
コ
の
投
げ
捨
て

　
を
し
な
い
。

②
子
供
に
火
遊
び
を
さ
せ
な
い
。

③
風
の
強
い
と
き
は
焚
火
や
野
焼
き

　
を
し
な
い
。

④
天
ぷ
ら
を
揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の

　
場
を
離
れ
な
い
。

⑤
家
の
ま
わ
り
に
燃
え
や
す
い
も
の

　
を
置
か
な
い
。

⑥
風
愚
の
蜜
だ
き
を
し
な
い
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紹
介

寄
港
す
る
母
の
港
は
い
つ
も
凪
ぎ

ほ
め
も
せ
ず
文
句
も
言
わ
ぬ
人
と
居
る

近
所
ま
で
来
て
寄
り
つ
か
ぬ
福
の
神

晩
酌
へ
回
覧
板
が
上
が
り
．
｝
み

地
図
を
播
つ
助
席
へ
い
つ
も
詣
図
さ
れ

正
孝
（
岬
枚
昭
〉

満鈴喜和新
津

子木子子井

　
三
月
二
十
八
総
（
月
）
か
ら
、
上
越

総
合
庁
禽
の
電
話
交
換
業
務
が
廃
止

さ
れ
、
代
袈
番
暑
費
〇
二
五
五
…
二

流
…
二
二
一
一
は
硬
わ
れ
な
く
な
り

ま
す
。

　
今
後
は
、
胴
の
あ
る
係
へ
直
接
電

話
を
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
番
矯
は
、
醍
鞘
す
る
新
番

畢
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
薪
し
い
電
議
番
弩
が
不
鴫

の
場
禽
は
、
旧
番
弩
を
か
け
．
る
と
N

T
T
が
新
番
畢
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

県
の
交
通
事
故
移
動
相
談
所
の
日
程

　
県
で
は
、
交
通
事
敏
被
審
嵩
の
救

済
と
援
護
の
た
め
、
県
庁
、
長
岡
総

禽
庁
會
及
び
上
越
総
合
庁
書
で
常
設

の
相
鉱
藤
勝
を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、

遠
隔
地
等
で
相
談
に
来
れ
な
い
方
々

の
た
め
に
移
動
獺
談
所
を
開
設
し
、

交
通
事
故
相
談
に
億
じ
て
い
ま
す
。

　
移
動
相
談
所
は
牽
廓
町
市
に
毎
月

一
圃
設
置
さ
れ
ま
す
の
で
、
交
通
嘉

故
等
で
お
囲
り
の
方
は
ご
利
胴
く
だ

さ
い
。

　
な
お
、
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
竪

く
守
ら
れ
ま
す
。

▼
闇
設
場
駈
　
十
田
町
布
役
所

▼
開
設
8
　
毎
月
第
二
月
曜
臼

　
　
（
十
月
は
十
七
瞬
に
な
り
ま
す
）

ゆ
一

馨

『「　スキ綱力脚ニバル

カザマカツプアルペン大会
　楽しい企函がいっぱいのスキー一カーニバルが、3月27撫（田〉松

之出濫泉スキー場で開催されます。

　毎年大好評の貫灌・トン汁の無料サービス、昧の名篠街（手打

ちゾバ・アンボ・けんちん熱・チマキ等）が鐙蒋から始ま1）、地

元の皆さんが作ったおいしい料理を煉わうことができます。

⑪甘瀬・トン鮭の無料サービス　　　　　　　　紛：OO～14：00

《》味の名店街　　　　　　　　　　　　　　　　　101GO～焉：OO

◎1クレヨンしんちゃんシ3一　　　　　ま回目　U10｛）～12；00

　　　　　　　　　　　　　　　　　2回目13：30～王4：30

◎モチつき大会　　　　　　　　　　　　　　　12：00～捻：00

　スキーカーニバルと併行して行われる、カザマカップアルペン

大会はジャイアントスラ貸一ム2本制で、小学：生から成年まで7

絹に分れています。

　参加料は1人王，000円で、先著200名まで受付けます。

◎串し込み先　松之由スキー協会事務局　貿6－2100

　　　　　ゴミの出し方に注意
　最近、ゴミをダン購一ル箱や黒いゴミ袋に入れ、名前を書か験

いで純集落のゴミステーシ滋ンに鐵す方がいます。

　ダン承一ル箱や黒いゴミ袋では収集しま慧んので、指定ざれた

袋曇こ名葡を認入し、目竈近くのゴミステーシ黛ンに畿してください。

　まわりの方に迷惑をかけないゴミの鐵し方にご協力を！

門
き
キ
ャ
サ
リ
ー
ン
さ
ん
の
随
箋
コ
ー
ナ
多
」

撮
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
∞

研＿糊罵一ぬ麟圃

す
ば
ら
し
い
贈
り
物
と
掛
け
橋

　子供たち

の
顔
を
見
て
い
る
と
、

い
つ
も
驚
か
さ
せ
ら
れ
ま
す
。

　
皿
人
｝
｝
人
が
と
て
も
個
性
的
で
、

岬酬　
可
能
性
を
い
っ
ぱ
い
秘
め
て
い
る
か

　
ら
で
す
。

～∞

葵
藪
え
萎
、
将
来

岬騨　
こ
の
子
た
ち
が
大
き
く
な
っ
た
ら
ど

　
う
な
る
の
だ
ろ
う
と
考
え
た
り
し
ま

　
す
。

　
　
私
に
と
っ
て
子
供
た
ち
に
教
え
る

　
機
会
を
与
え
ら
れ
た
こ
と
は
、
本
当

　
に
す
ば
ら
し
い
贈
り
物
を
い
た
だ
い

㎜
た
難
縫
雛
世
醤

γ
客
る
こ
と
奪
き
よ
良

　
微
力
な
が
ら
役
に
立
て
た
の
で
は
な

7
か
と
思
い
ま
す
．

　
　
松
之
山
に
お
け
る
聾
活
は
、
私
に

　
と
っ
て
決
し
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き

　
な
い
数
々
の
良
き
思
い
出
を
つ
く
る

　
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
暖
か
い
心
を
持
っ
た
人
た
ち
の
町
だ

　
と
思
い
ま
す
。

に
人
梱
人
が
．
あ
故
郷
に
誇
り
を

　
　
松
之
山
は
と
て
も
美
し
い
自
然
と
、

粟鞠鰍君⑭

・誌、峯

一圏藩』！＼

．
濁
．

○
準

　
、
ウ
謡

原嚢
劉
楼

蒸
誉
ノ

塾
、
笑
釆
た
》
＼

輔励粥

購
馨
叢

い
雛
蒙
霧
鰻
胤

に
な
る
か
と
い
2
茎
し
た
・
∞∞

灘
　
濃

山
か
ら
も
ア
メ
リ
カ
ヘ
行
く
人
た
ち

が
多
く
な
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　
　
（
原
文
は
英
語
　
津
畑
一
男
訳
）

力
人
が
松
之
山
を
訪
れ
、
ま
た
松
之
騨

！

き
ミ
睾
…
§
き
ξ
ξ
呈
篤
多
モ
§

》一脚一㈱
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韓

、

わたしとゆかちゃんが手をつないで

トランポリンにのると二ろ

　▽ヒ＼塔ヨ
＼　4瀞　〆

ぼくがゆきであそんで

いるところ

　
　
　
湯

　
　
　
の

臓
揃　

　
　
翠

　　　　ご　お

蕉議謬
　　琴す組

婁島　健くん

（湯之島　平八）

　りす線
金茅琴美さん

（上之出　駐在漸）

全休i
一ゴ
総日・30則

、
　
侮
●
　
・
／
，
雪

　
。
書
も
　
＼

　
　
　
　
㌧

警
」
　
“
欄
麗

，

噺
　
　
　
　
’
覇

　
　
　
　
　
堕

　
　
　
　
　
“

温泉センター

3目・纈47日
3月

2縮・31日

7日・董4臼

4月

i　　l 2董日 o 28日 1
※積雪との関係で翠の湯のオープン9は宋定

お《馨》ゐ《髭癒》　　　　（死亡年羅ヨ

佐藤キヨさん　89歳

　　　　　　茨水越（久保田）6・2・5

志賀長修さん75歳

　　　　　　三桶（欝下）　6・2・6

村山元治さん88歳

　　　　　　藤内名（隣〉　　6・2・12

滝沢宗二郎さん77歳

　　　　　　天水越（甚兵工）δ・2・担

※2月王8から28臼まで4）届出分です。

▼
2
月
の
で
毒
ご
と

4
欝
　
水
田
営
農
活
性
化
対
策
推
進

　
　
　
協
議
会

5
溝
　
松
之
由
ス
キ
…
競
技
大
会

　
　
〈
6
嚴
ま
で
・
ス
キ
ー
場
及
び

　
　
　
町
罠
体
育
館
周
辺
）

7
露
　
明
る
い
家
庭
づ
く
り
モ
デ
ル

　
　
　
地
区
講
演
会

U
溝
　
越
後
松
之
山
豪
雪
塾

　
　
（
欝
蹟
ま
で
・
浦
照
地
区
）

　
　
　
蟹
険
掌
校
（
1
3
臼
ま
で
〉

絡
鷺
　
選
拳
管
理
婁
員
会

　
　
　
納
税
相
談
は
じ
ま
る

20

溝
　
下
布
川
地
区
雪
上
運
動
会

器
繕
　
農
業
婆
轟
会
総
会

欝
黛
　
松
之
山
・
松
璽
・
東
桝
・
浦

　
　
　
照
地
区
雪
上
運
動
会

▼
3
月
”
爲
～
4
月
栂
β
の
予
定

M
嬢
　
農
業
就
業
改
善
婁
興
会

25

濤
　
各
小
学
校
卒
業
式

26

田
　
サ
ロ
モ
ン
＆
テ
ー
ラ
ー
メ
イ

　
　
　
ド
N
S
T
カ
ッ
プ
大
会

貯
鶏

5　4　29
撫　覇　旧

ス
キ
ー
カ
…
ニ
バ
ル
・
カ
ザ

マ
カ
ッ
プ
ア
ル
ペ
ン
大
会

譲
会
臨
時
会

各
小
掌
校
入
学
式

中
掌
校
入
掌
式

㎜
　
　
編
集
後
記

　

｝
　
二
月
中
旬
に
は
台
風
亜
み
の
強
風

㎜㎜
が
吹
き
、
真
冬
田
が
何
欝
も
続
き
濠

サ

エ
た
．

㎜
　
豪
雪
塾
や
留
険
学
校
の
皆
さ
ん
は

㎜
こ
の
強
風
に
負
け
ず
、
雪
上
レ
ク
リ

｝｝
エ
ー
シ
3
ン
や
鶏
泊
を
心
か
ら
楽
し

ザ

㎜
ん
で
い
ま
し
た
。

㎜　
さ
て
、
三
月
は
卒
業
シ
璽
ズ
ン
で

　
す
o

…
そ
れ
ぞ
れ
霧
と
朗
待
を
轡
、

一
新
し
い
学
校
や
社
会
に
旅
立
っ
て
い

募
享
・

㎜
今
春
は
・
逡
の
卒
董
二
実

い

㎜
名
親
蒜
耀
欝
麓
ゼ

璽
…
禿

㎜
　
往
校
生
の
皆
さ
ん
、
松
之
山
の
良

㎜
葛
薯
凌
農
し
薬
籔
ぜ

　

芳
難
畿
讐
て
く
だ
さ
い
、

㎜
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤

榊｝
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
；

T
ξ
…
き

事
…
善
，
｝
…
…
i
…
｝
髪
…

　
三
月
｝
獄
の
人
環

　
総
人
鷺
／
三
、
六
二
五
（
▲
二
）

　
　
　
㎜
男
／
一
、
七
六
四
　
（
▲
二
）

　
　
　
女
／
｝
、
八
六
｝
一
　
（
　
○
）

　
世
帯
数
／
一
、
…
六
九
（
▲
一
）

　
ハ
　
〉
内
は
二
月
一
蹟
と
の
比
較

　
▲
は
減

㎜㎜｝　
広
報
ま
つ
の
や
ま
三
月
号

　
平
成
六
年
瓢
｝
月
十
臼
発
行

　
発
行
／
新
潟
県
松
之
山
町

　
　
　
費
9
蔵
蹴
伽
…
六
ー
三
一
三
一

　
F
A
X
黛
毫
《
ー
六
ー
三
五
一
五

　
編
集
／
総
務
課

　｝
ザ一｝㎜
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大好きなしんちゃんが登場すると子供たちは大喜び（ス静かニバル〉

　幽今月号の話題灘
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